
広報さいじょう　2009　7月号�

西条市都市計画マスタープランを策定
石破農林水産大臣等が西条市視察、市議会５月臨時会、
周桑農業協同組合との災害応援協定締結

夏のイベント情報
マリンフェスタin西条、小松町ふるさと祭り、夏彩祭in壬生川ほか

国民健康保険、長寿医療制度の被保険者の皆さんへ
被保険者証の更新、減額認定証・限度額適用認定証の交付ほか



　

西
条
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
お
お
む
ね
20
年
後
の
西
条
市
の
姿
を
展
望
し

つ
つ
、
将
来
の
土
地
利
用
、
道
路
・
公
園
整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め

た
も
の
で
す
。
今
後
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

企
業
な
ど
の
理
解
・
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
密
接
な
連
携
体
制
を
と
り
、
官
民
協
働
で
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

全
体
の
構
成

将
来
都
市
構
造

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

大
き
く
分
け
て
全
体
構
想
と
地
域

別
構
想
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
構
想
で
は
、
市
全
体
に
お

け
る
都
市
づ
く
り
の
目
標
や
基
本

方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
別
構
想
で
は
、
地
域
の
特

性
や
生
活
面
で
の
つ
な
が
り
な
ど

幾
つ
か
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
生

活
圏
を
地
域
・
地
区
で
区
分
し
、

そ
れ
ら
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
し

た
、
都
市
づ
く
り
の
目
標
・
整
備

方
針
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
を
抱

え
る
、
西
条
・
東
予
・
丹
原
・
小

松
の
４
つ
の
地
域
に
区
分
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
地
域
の
特
性
な
ど

を
考
慮
し
、
西
条
地
域
は
さ
ら
に

そ
の
地
域
の
中
を
中
央
部
・
東
部

・
西
部
の
３
つ
の
地
区
に
細
分
す

る
と
と
も
に
、
東
予
地
域
も
東
予

東
・
東
予
西
・
河
北
の
３
地
区
に

細
分
し
ま
し
た
。

　

西
条
市
の
望
ま
し
い
都
市
の
あ

り
方
を
示
す
将
来
都
市
構
造
は
、

当
市
が
約
５
０
９
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
い
う
広
大
な
行
政
区
域
を

有
す
る
こ
と
や
、
西
条
・
東
予
・

丹
原
・
小
松
の
各
地
域
に
従
来
の

市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
勘
案
し
て
定
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
西
条
市
の
将
来
都

市
構
造
は
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
周

辺
の
中
心
市
街
地
を
都
市
拠
点
、

東
予
・
丹
原
・
小
松
総
合
支
所
周

辺
の
市
街
地
を
地
域
拠
点
と
位
置

づ
け
、
そ
れ
ら
の
拠
点
間
を
公
共

交
通
機
関
や
道
路
網
で
結
び
、
連

携
強
化
を
図
っ
た
「
拠
点
連
結
型

都
市
構
造
」
と
し
ま
し
た
。

用途地域

自然環境保全地

山麓景観保全地

田園環境保全地

自然共生地

沿道サービス地

産業居住地

市街化誘導地（住宅地）

工業地

複合地

一般住宅地

専用住宅地

中心商業地周辺既成住宅地

地域商業地

中心商業地

凡　　　　　例

都市拠点

地域拠点
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地
域
別
構
想

●
西
条
地
域
内
　

東
部
地
区

●
西
条
地
域
内
　

中
央
部
地
区

●
東
予
地
域
内
　

東
予
東
地
区

●
丹
原
地
域

●
小
松
地
域

●
都
市
計
画
区
域
外

●
東
予
地
域
内
　

東
予
西
地
区

●
東
予
地
域
内
　

河
北
地
区

●
西
条
地
域
内
　

西
部
地
区

　
「
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る

地
域
活
性
化
と
生
活
環
境
の
改

善
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
臨
海
工
業

地
を
中
心
に
産
業
拠
点
が
形
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
立
地

の
促
進
と
操
業
環
境
の
向
上
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
未
整
備
区
間
の

あ
る
道
路
や
公
園
な
ど
の
整
備
を

推
進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　
「
活
力
あ
る
産
業
振
興
を
め
ざ

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
か
ら
市
役

所
に
至
る
商
業
地
に
お
い
て
、
空

き
店
舗
の
増
加
な
ど
近
年
空
洞
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
都
市
拠
点

と
な
る
中
心
市
街
地
の
整
備
な
ど

を
進
め
ま
す
。

　
「
自
然
と
共
生
す
る
優
良
な
田

園
居
住
地
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
加
茂
川
と
中
山
川
に
挟
ま
れ

た
優
良
な
農
地
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
農
産
物
の
高
付
加
価

値
化
や
特
産
物
の
生
産
拡
大
に
よ

る
経
営
基
盤
の
強
化
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
農
地
の
保
全
を
基
本
と

し
た
土
地
利
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
活
力
あ
る
産
業
振
興
を
め
ざ

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
東
予
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ

ー
ク
を
中
心
に
産
業
拠
点
が
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
誘

致
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ

壬
生
川
駅
周
辺
の
新
た
な
拠
点
整

備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
地

域
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
周

桑
手
す
き
和
紙
な
ど
と
い
っ
た
、

地
域
に
根
ざ
し
た
地
場
産
業
の
振

興
な
ど
を
図
り
ま
す
。

 　
「
歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
河
原
津

海
岸
や
永
納
山
城
跡
、
本
谷
温
泉

な
ど
を
活
用
し
た
交
流
拠
点
の
創

造
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
な
ど

を
図
り
ま
す
。

西部地区

河北地区

東部地区

中央部地区

東予西地区

東予東地区

　西条市都市計画マス
タープランは、市庁舎
別館都市計画整備課、
各総合支所建設管理課
で閲覧できます。
　市ホームページにも
公開しています。

市庁舎別館（２階）
都市計画整備課
都市計画係
℡0897－52－1238

　

中
山
川
に
沿
っ
た
平
地
部
を
中

心
に
、
県
下
屈
指
の
農
業
地
帯
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
基
盤
や
営

農
環
境
の
改
善
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
農
地
の
保
全
を
基
本
と
す
る

土
地
利
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
主
要
幹
線

道
路
に
接
続
す
る
道
路
整
備
や
、

地
区
間
の
主
要
道
路
の
改
良
な
ど

を
図
る
こ
と
で
、
地
域
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

な
ど
既
存
施
設
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
未
整
備
区
間
の
あ
る
道

路
な
ど
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
近
藤
篤
山
旧
邸
、
養
正
館

な
ど
藩
政
文
化
ゆ
か
り
の
史
跡
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
景
観
に
配
慮
し

た
歴
史
資
源
の
保
全
・
活
用
に
努

め
ま
す
。

　
「
魅
力
あ
る
山
の
文
化
の
再
生

と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
安
全
な
暮
ら
し
が

で
き
る
生
活
環
境
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。
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▲調印後、握手を交わす豊田明夫代表
　理事組合長（右）と伊藤市長

　ＭＨ（水素吸蔵合金）冷凍システムを活用し、夏場でも
冬場の作物が収穫可能なシステムの構築をめざす試験・研
究プラントです。この研究は内閣府から地域再生計画の認
定を受けて取り組む「食品加工流通コンビナート構想」の
一環として実施しており、東海大学、大阪府立大学、愛媛
大学、ＬＬＰトライアウトえひめ、㈱谷口金属熱処理工業
所、サイクスなど多くの関係機関の支援を受けています。
　昨年にアイスランドで開催された国際水素エネルギー会
議では、この試験・研究を発表し、世界各国の研究者から
高い評価を得ました。
　今年度からは経済産業省所管事業として、新たなＭＨ冷
水製造システムを活用し、1,000㎡の水素いちごプラント
と陸上養殖プラントを㈱クラレ西条事業所の敷地に整備す
る予定です。

▲市長から水素いちごプラントの説明を受けられる
　石破大臣。大臣にはプラント視察の記念として、
　イチゴの苗の定植を行っていただきました。

　

市
議
会
５
月
（
第
５
回
）
臨
時
会

が
25
日
に
開
会
さ
れ
、
次
の
議
案
が

上
程
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

西
条
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

平
成
21
年
５
月
１
日
の
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
政
府
決
定
を
受
け
、
西

条
市
職
員
、
西
条
市
議
会
議
員
、
西

条
市
特
別
職
職
員
、
西
条
市
教
育
委

員
会
教
育
長
に
係
る
期
末
手
当
等
を

改
正
す
る
た
め
、
所
要
の
条
例
改
正

を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

　

周
桑
農
業
協
同
組
合
と
西
条
市
の
間
で
「
災
害
時
に

お
け
る
救
援
物
資
等
の
提
供
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
す
る
こ
と
と
な
り
、
５
月
25
日
㈪
に
市
庁
舎
で
調

印
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
先
般
西
条
市
農
業
協
同
組
合
と
締
結

し
た
協
定
と
同
じ
く
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
時

に
、
被
災
し
た
市
民
の
方
々
へ
米
穀
、
副
食
品
、
水
、

日
用
品
な
ど
救
援
物
資
の
提
供
、
避
難
所
等
と
し
て
の

施
設
の
開
放
、
多
く
の
死
者
が
出
た
場
合
の
葬
祭
用
品

の
提
供
な
ど
を
ご
協
力
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

調
印
式
で
は
、
周
桑
農
業
協
同
組
合
の
豊
田
明
夫
代

表
理
事
組
合
長
と
伊
藤
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署

名
、
押
印
し
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
破
茂
農
林
水
産
大
臣
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
の
田
中
隆
治
技
術
監
、

中
国
四
国
農
政
局
の
勝
山
達
郎
局
長
が
西
条

市
を
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
市
内
の
農
業
施

設
な
ど
を
視
察
さ
れ
た
各
氏
に
は
、
農
商
工

連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
例
と
し
て
「
水

素
い
ち
ご
プ
ラ
ン
ト
」
も
視
察
し
て
い
た
だ

き
、
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

■
５
月
24
日
㈰
・
石
破
大
臣
来
西

　

プ
ラ
ン
ト
を
視
察
さ
れ
た
石
破
大
臣
は
工

場
の
排
熱
で
冷
水
を
製
造
し
、
イ
チ
ゴ
の
高

付
加
価
値
生
産
を
研
究
し
て
い
る
こ
と
に
大

き
な
関
心
を
持
た
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
冷
水
が
流
れ
て
い
る
培
地
と
流
れ

て
い
な
い
培
地
の
温
度
差
が
７
度
あ
る
こ
と

や
、
冷
水
が
流
れ
て
い
る
パ
イ
プ
の
冷
た
さ

に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

■
６
月
２
日
㈫
・
田
中
技
術
監
来
西

　

田
中
技
術
監
は
世
界
で
初
め
て
「
青
い
バ

ラ
」
の
開
発
に
成
功
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
を

代
表
す
る
バ
イ
オ
技
術
者
で
す
。

　

田
中
技
術
監
は
太
く
な
っ
た
イ
チ
ゴ
の
株

を
例
に
「
夏
季
の
培
地
温
度
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
て
い
た
結
果
と
推
測
さ
れ
る
」
と
評

価
さ
れ
、「
高
温
障
害
を
回
避
す
る
技
術
と

し
て
、
ほ
か
の
作
物
に
も
応
用
で
き
る
可
能

性
が
高
い
」
と
、
今
後
の
試
験
・
研
究
に
期

待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
６
月
３
日
㈬
・
勝
山
局
長
来
西

　

勝
山
局
長
は
食
品
加
工
流
通
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
構
想
に
興
味
を
示
さ
れ
、「
全
国
初
の
周

年
温
度
管
理
型
栽
培
施
設
を
は
じ
め
と
し
た

食
糧
生
産
技
術
総
合
研
究
施
設
へ
発
展
し
、

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
応
援
し
て
い

ま
す
」
と
の
エ
ー
ル
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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　バナナボートや水上オートバイに試乗できる「マリンフェスタin
西条」を今年も開催します。今治海上保安部の巡視艇も来港し、船
内見学ができます。夏休みの思い出づくりにぜひご来場ください。

　７月26日㈰の愛媛ＦＣホームゲームは「西条市の日」となり、西条市
民の方には次の優待制度があります。
　優待制度をご利用される方は、７月22日㈬までに下記のマッチシティ
事務局または各総合支所総務課で優待チケットをお求めください。

※試合当日は優待チケットの販売・配布を行いませんので、ご注意ください。

ニンジニアスタジアム（愛媛県総合運動公園内）

７月26日㈰　19時キックオフ日時

場所

※優待制度での観戦席はＣ席（バックスタンドおよびゴール裏）となります。
※一般チケットＣ席の通常価格は1,500円（当日券）です。

問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　マッチシティ事務局
　　　　℡0897－52－1255

青野大介選手

背番号　27
ポジション　ＭＦ

丹原町出身。Ｊリー
グ初出場は平成17年
３月。

◆スーパーキッズボート（エンジン付ゴムボート）
　時間：10時～、13時～
　対象：小学生以上（幼児は保護者同伴）
◆ジェットスポーツ（水上オートバイ）
　時間：10時～、13時～
　対象：小学生以上
◆バナナボート
　時間：11時～、14時～
　対象：小学５年生以上
◆モーターボート
　時間：11時～、14時～
　対象：小学生以上（幼児は保護者同伴）

◆クリーンキャンペーン
◆ボートライセンス展示コーナー
◆ストラックアウト
◆わなげ

※水上イベントに参加する方は、水にぬれてもよい服装でお越しください。
※イベント内容は、天候などによって変更される場合があります。

問合せ：市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255
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８月９日㈰　10時～21時
会場：新地通り商店街（小雨決行）

８月７日㈮　20時～
　　　　　　　　※雨天順延

場所：壬生川内港
夏の風物詩「西条市おかげん祭市民花火大会」が開催されます。
夜空に乱舞する豪快で幻想的な美の祭典にお越しください。

問合せ　西条市おかげん祭市民花火大会実行委員会
　　　　℡0898－64－5438

問合せ　夏彩祭in壬生川実行委員会事務局　℡・℻0898－64－5795

ふれあい広場ふれあい広場

恒例の夏祭りイベント「夏彩祭in壬生川」が今年も開催されます。
メインステージを中心に、会場では多彩なイベントが行われます。
ぜひご来場ください。

【10：00～15：00】　司会：井坂彰・宮崎ユウ
東予東中学校ブラスバンド部演奏

小松町―夢華神楽
バルーンアート・ショー

レーモンド松屋トークライブ

三芳祝太鼓
ダンスステージ

うなぎのつかみどり
木工教室
体験シミュレーション
地元物産市・フリーマーケットなど

少年ソフトボール大会
ミニバスケットボール大会
少年フットサル大会
サッカー大会

２日通行止め

１
日
・
２
日
通
行
止
め

▲通行止め時間

　８月１日㈯：18時～22時

　８月２日㈰：18時30分～22時

ふるさと祭りの参加者募集！

小松音頭踊り

８月１日８月１日

月８月８８８８月８８月２日８月２日

●浴衣祭り
　浴衣、甚平着用でお越しの先着150名に
　ふるさと祭りのバザー共通券を進呈。
●うなぎのつかみどり
　対象：小学生以下（無料）
※当日が雨天の場合は、２日15時から商工
　会前で開催します。
●のど自慢大会（19時～）
●金魚すくい、レーザー彫刻
●焼きそば、各種バザー、ゲームなど
●チャリティー納涼茶会（雨天決行）
　場所：㈲高井呉服店
　お茶席券：300円（前売券）

●法螺貝、毛槍、大名行列、篤山連、小松
　音頭踊り
●フラダンス（20時30分～21時予定）
●宝投げ（21時開始予定）
●コカ・コーラ製品無料試飲
　（19時30分～20時30分）

★他にも、七夕飾り、かき氷、ビアガーデ
　ンなど２日間とも開催します。

申込先・問合せ　小松町ふるさと祭り実行委員会事務局　周桑商工会小松支所　℡0898－72－2119

８月１日㈯・２日㈰ 18時30分～21時30分
会場：小松町中町・駅前通り（雨天中止）
　今年も夏の恒例イベント『小松町ふるさと祭り』を、地元商工業者の
方々や各種団体の皆さんにご協力いただき、盛大に開催します。
　皆さま、ご家族連れでぜひお越しください。

小松町ふるさと祭り

小松音頭踊り参加連募集

　小松音頭に合わせて楽しく踊って

みませんか？　振り付け・衣装は自
由ですので、気軽にお申し込みくだ

さい。
　参加連には、参加賞を用意してい

ます。　
日時　８月２日㈰　19時開始

申込期限　７月15日㈬

のど自慢大会出場者募集

　のど自慢大会で、自慢の歌声を

披露しませんか？　市内在住の方
なら誰でも参加できます。

日時　８月１日㈯　19時開演
出場者数　先着30組

　　　　　グループでの出場も可。
　　　　　出場順は抽選で決定。

申込期限　７月15日㈬

　チャリティー納涼茶会のお茶席券

を事前販売します。
開催日時　８月１日㈯　18時30分～

場所　㈲高井呉服店大広間
販売価格　１枚300円

販売場所　㈲高井呉服店、めしや菓
　　　　　舗、周桑商工会小松支所
※お茶菓子の数に限りがありますので

　なるべく事前にご購入ください。

納涼茶会お茶席券事前販売

ホットステージ（昼の部）ホットステージ（昼の部）

【16：00～21：00】　司会：井坂彰・宮崎ユウ
大会セレモニー・道前太鼓

餅投げ・スポーツ大会表彰式
ダンス夏彩祭コンテスト
盆踊り総踊り

【18：00～21：00】　
行燈（あんどん）恋人たちの散歩道
　大曲川両岸に500個のあんどんを設置。幻想
　的な世界にご案内します。

ナイトステージ（夜の部）ナイトステージ（夜の部）

ダンス夏彩祭

※イベントの内容・開催時間などについては、
　都合により変更する場合があります。詳しく
　は、新聞折込（８月８日朝刊折込予定）にて
　ご確認ください。

タイアップスポーツイベントタイアップスポーツイベント

ブラスバンド部演奏

道前太鼓

※混雑が予想されますので、車でのお越しは極力避けてください。
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被保険者証の更新　― 新しい被保険者証を郵送します ―

入院時に適用される減額認定証・限度額適用認定証を交付します

　現在使用されている被保険者証（保険証）の有効期限は平成21年
７月31日です。７月末までに新しい保険証を簡易書留で郵送します
ので、８月からは新しい保険証を使用してください。
■留守などで受け取れなかった場合
　保険証を受け取れなかった方は、保険証送付の担当課へお問い合
わせください。現在お持ちの保険証など身分を明らかにするものを
提示いただいた上で、お引き渡しします。

　国民健康保険または長寿医療制度の被保険者で、住民税が非課税の世帯や一定の条件に該当する方に対
して、入院時の食事代を減額する「減額認定証」と、入院時の窓口の支払いを自己負担限度額までとする
「限度額適用認定証」の交付を行っています。
　交付を受けるには申請が必要です。各認定証は、申請をした月の初日から有効となります。申請月前の
食事代や自己負担額は対象となりませんので、各認定証が必要な方は早めに申請してください。
　すでに認定証の交付を受けている方も、７月31日㈮が有効期限となりますので、７月23日㈭以降、早め
に更新の申請（※１）をしてください。
※１　長寿医療制度の被保険者で交付申請をした時と条件が変わっていない方には、被保険者証の送付の
　　際に認定証も同封していますので、更新の手続きは必要ありません。
■申請に必要なもの
○印鑑
○加入している保険証
○すでに交付を受けている方は、減額認定証、限度額適用認定証
○減額認定証の申請者で、申請月から過去１年間の入院日数が通算で90日を超える方は、入院日数を確認
　できる領収書または請求書
○国民健康保険の被保険者で、平成21年１月２日以降に転入した方は、前住所地で発行された住民税非課
　税証明書または住民税課税証明書

　70歳以上75歳未満の国民健康保険の被保険者、長寿医療制度の被保険者は、医療機関で診療を受けたと
きの自己負担割合が、前年の所得に応じて「１割」か「３割（現役並み所得者）」になります。
　自己負担割合が３割になる方は下表のとおりです。ただし、収入額の合計が一定額未満の方は、申請を
することで自己負担割合を１割に変更できます。申請が必要な方には事前に通知していますが、まだ申請
をしていない方、申請が必要と思われる方は、７月28日㈫までに担当課で申請をしてください。

　長寿医療制度の被保険者の皆さんには、平成20年中の所得に基づいて算定した平成21年度の保険料額を
７月中旬に通知します。保険料は、個々の条件によって次の方法で納めていただきます。
■特別徴収（年金からの天引き）
　年額18万円以上の年金を受給し、長寿医療制度の保険料と介護保険料を合算した額が年金額の２分の１
以下の方は、原則として年金から保険料を天引きする「特別徴収」となります。
　一定の条件に該当する方は手続きをすることで口座振替による納付を選択できます。７月31日㈮までに
手続きすると、10月からの年金天引きを中止できます。詳しくは担当課へお問い合わせください。
■普通徴収（金融機関等で納付）
　特別徴収に該当しない方は、原則としてお送りする納入通知書を持って金融機関等の窓口で保険料を納
付する「普通徴収」となります。手続きをすることで口座振替による納付を選択できます。

※特別徴収の方と口座振替の手続きを済まされている方には「黄色の封筒」で、金融機関等の窓口で納付
　いただく方には「ピンク色の封筒」で、それぞれ通知します。

国民健康保険
○市庁舎本館国保医療課　国保係　℡0897－52－1447（直通）… 国保の制度・給付などについて
　　　　　　市民生活課　市民係　℡0897－52－1211（直通）… 国保の保険証送付について
○各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

長寿医療制度
○市庁舎本館国保医療課　医療係　℡0897－52－1212（直通）
○各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

【次の方は新しい保険証の有効期限が異なります】
■64歳の国民健康保険退職被保険者
　65歳に到達した月の翌月から一般被保険者となるため、新しい保険証の有効期限は、誕生月の月末まで
（１日生まれの方は誕生日の前日まで）となっています。
　一般被保険者となった後の保険証は、有効期限となっている月の下旬までに郵送する予定です。
■69歳の国民健康保険被保険者
　70歳に到達した月の翌月から所得に応じて医療費の負担割合が変わるため、新しい保険証の有効期限は
誕生月の月末まで（１日生まれの方は誕生日の前日まで）となっています。
　70歳となった後の保険証は有効期限となっている月の下旬までに郵送する予定です。
■74歳の国民健康保険被保険者
　75歳の誕生日から長寿医療制度の被保険者となるため、新しい保険証の有効期限は、誕生日の前日まで
となっています。
　長寿医療制度の保険証は、誕生月の前月中に郵送する予定です。

70歳以上75歳未満の
国保被保険者

長寿医療制度の
被保険者

同一世帯の70歳以上の国保被保険者のう
ち、１人でも住民税課税所得額が１４５
万円以上の方がいる世帯の方

収入額の合計が次に該当する方
○70歳以上75歳未満の国保被保険者が、
　・１ 人 の 世 帯：３８３万円未満
　・２人以上の世帯：５２０万円未満

住民税課税所得額が１４５万円以上の方
と、その方と同一世帯に属する長寿医療
制度の被保険者

収入額が３８３万円未満の方、もしくは
同一世帯の70歳以上の方を含めた収入額
の合計が５２０万円未満の方

自己負担割合「３割」の基準 「３割」を「１割」に変更できる方

70歳以上の方へ　― 診療時における自己負担割合を決定します―

長寿医療制度の平成21年度「保険料額」を通知します

総合支所の代表電話番号　東予：℡0898－64－2700　丹原：℡0898－68－7300　小松：℡0898－72－2111

お
問
い
合
わ
せ
先
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提示いただいた上で、お引き渡しします。

　国民健康保険または長寿医療制度の被保険者で、住民税が非課税の世帯や一定の条件に該当する方に対
して、入院時の食事代を減額する「減額認定証」と、入院時の窓口の支払いを自己負担限度額までとする
「限度額適用認定証」の交付を行っています。
　交付を受けるには申請が必要です。各認定証は、申請をした月の初日から有効となります。申請月前の
食事代や自己負担額は対象となりませんので、各認定証が必要な方は早めに申請してください。
　すでに認定証の交付を受けている方も、７月31日㈮が有効期限となりますので、７月23日㈭以降、早め
に更新の申請（※１）をしてください。
※１　長寿医療制度の被保険者で交付申請をした時と条件が変わっていない方には、被保険者証の送付の
　　際に認定証も同封していますので、更新の手続きは必要ありません。
■申請に必要なもの
○印鑑
○加入している保険証
○すでに交付を受けている方は、減額認定証、限度額適用認定証
○減額認定証の申請者で、申請月から過去１年間の入院日数が通算で90日を超える方は、入院日数を確認
　できる領収書または請求書
○国民健康保険の被保険者で、平成21年１月２日以降に転入した方は、前住所地で発行された住民税非課
　税証明書または住民税課税証明書

　70歳以上75歳未満の国民健康保険の被保険者、長寿医療制度の被保険者は、医療機関で診療を受けたと
きの自己負担割合が、前年の所得に応じて「１割」か「３割（現役並み所得者）」になります。
　自己負担割合が３割になる方は下表のとおりです。ただし、収入額の合計が一定額未満の方は、申請を
することで自己負担割合を１割に変更できます。申請が必要な方には事前に通知していますが、まだ申請
をしていない方、申請が必要と思われる方は、７月28日㈫までに担当課で申請をしてください。

　長寿医療制度の被保険者の皆さんには、平成20年中の所得に基づいて算定した平成21年度の保険料額を
７月中旬に通知します。保険料は、個々の条件によって次の方法で納めていただきます。
■特別徴収（年金からの天引き）
　年額18万円以上の年金を受給し、長寿医療制度の保険料と介護保険料を合算した額が年金額の２分の１
以下の方は、原則として年金から保険料を天引きする「特別徴収」となります。
　一定の条件に該当する方は手続きをすることで口座振替による納付を選択できます。７月31日㈮までに
手続きすると、10月からの年金天引きを中止できます。詳しくは担当課へお問い合わせください。
■普通徴収（金融機関等で納付）
　特別徴収に該当しない方は、原則としてお送りする納入通知書を持って金融機関等の窓口で保険料を納
付する「普通徴収」となります。手続きをすることで口座振替による納付を選択できます。

※特別徴収の方と口座振替の手続きを済まされている方には「黄色の封筒」で、金融機関等の窓口で納付
　いただく方には「ピンク色の封筒」で、それぞれ通知します。

国民健康保険
○市庁舎本館国保医療課　国保係　℡0897－52－1447（直通）… 国保の制度・給付などについて
　　　　　　市民生活課　市民係　℡0897－52－1211（直通）… 国保の保険証送付について
○各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

長寿医療制度
○市庁舎本館国保医療課　医療係　℡0897－52－1212（直通）
○各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

【次の方は新しい保険証の有効期限が異なります】
■64歳の国民健康保険退職被保険者
　65歳に到達した月の翌月から一般被保険者となるため、新しい保険証の有効期限は、誕生月の月末まで
（１日生まれの方は誕生日の前日まで）となっています。
　一般被保険者となった後の保険証は、有効期限となっている月の下旬までに郵送する予定です。
■69歳の国民健康保険被保険者
　70歳に到達した月の翌月から所得に応じて医療費の負担割合が変わるため、新しい保険証の有効期限は
誕生月の月末まで（１日生まれの方は誕生日の前日まで）となっています。
　70歳となった後の保険証は有効期限となっている月の下旬までに郵送する予定です。
■74歳の国民健康保険被保険者
　75歳の誕生日から長寿医療制度の被保険者となるため、新しい保険証の有効期限は、誕生日の前日まで
となっています。
　長寿医療制度の保険証は、誕生月の前月中に郵送する予定です。

70歳以上75歳未満の
国保被保険者

長寿医療制度の
被保険者

同一世帯の70歳以上の国保被保険者のう
ち、１人でも住民税課税所得額が１４５
万円以上の方がいる世帯の方

収入額の合計が次に該当する方
○70歳以上75歳未満の国保被保険者が、
　・１ 人 の 世 帯：３８３万円未満
　・２人以上の世帯：５２０万円未満

住民税課税所得額が１４５万円以上の方
と、その方と同一世帯に属する長寿医療
制度の被保険者

収入額が３８３万円未満の方、もしくは
同一世帯の70歳以上の方を含めた収入額
の合計が５２０万円未満の方

自己負担割合「３割」の基準 「３割」を「１割」に変更できる方

70歳以上の方へ　― 診療時における自己負担割合を決定します―

長寿医療制度の平成21年度「保険料額」を通知します

総合支所の代表電話番号　東予：℡0898－64－2700　丹原：℡0898－68－7300　小松：℡0898－72－2111

お
問
い
合
わ
せ
先
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　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせする
コーナーです。今月は東予総合支所から「ビバ・スポルティアＳＡ
ＩＪＯ」について紹介します。

東予総合支所　　〒799－1394　周布349番地 1
　　　　　　　　℡0898－64－2700　　℻0898－65－4363

　
「
わ
ぁ
、
広
～
い
」

　

初
め
て
目
に
し
た
人
は
び
っ
く

り
す
る
か
も
…
。

　

昨
年
11
月
、
東
予
運
動
公
園
内

に
誕
生
し
た
屋
内
運
動
場
「
ビ
バ

・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
」。

　

今
回
は
、
オ
ー
プ
ン
後
ほ
ぼ
半

年
が
経
過
し
、
利
用
者
が
約
２
万

人
を
超
え
た
「
ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ

ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
」
の
魅
力
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
の
最
大
の
魅
力
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
主
競
技
場
の
広
さ
。
約

７
２
０
０
平
方
㍍
も
あ
る
競
技
場

は
、
屋
内
運
動
場
と
し
て
は
国
内

最
大
級
の
規
模
を
誇
り
、
天
然
芝

の
よ
う
な
鮮
や
か
な
緑
色
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
、
世
界
の
有
名
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
プ
ロ

野
球
の
ド
ー
ム
球
場
に
も
使
用
さ

れ
て
い
る
、
ロ
ン
グ
パ
イ
ル
人
工

芝
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
球
練
習
場
や
１
周
が

約
３
０
０
㍍
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
も
整
備
し
て
お
り
、
コ
ー
ト
全

面
を
利
用
し
た
野
球
を
は
じ
め
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の

練
習
も
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
で
仕
切
る
こ

と
に
よ
り
、
最
大
６
分
割
さ
れ
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
な

ど
の
コ
ー
ト
と
し
て
も
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
や
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
等
も

完
備
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
最
新
の

機
器
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
方
で
も
、
十
分
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
機
能
を
備
え

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の

方
に
も
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
安
全
に
配
慮
し

て
設
計
さ
れ
た
機
器
ば
か
り
で
す

の
で
、
仕
事
帰
り
で
も
気
軽
に
寄

り
道
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

利
用
者
の
方
々
か
ら
は
「
施
設

の
広
さ
だ
け
で
な
く
、
設
備
も
素

晴
ら
し
い
。
今
後
も
定
期
的
に
利

用
し
た
い
」
と
、
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
お
得
な

料
金
設
定
を
し
て
い
る
施
設
利
用

料
で
す
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
に
つ
い
て
は
回
数
券
の
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
利
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
屋
根
の

部
分
で
す
。
ド
ー
ム
球
場
な
ど
の

屋
根
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
膜
屋

根
立
体
ト
ラ
ス
構
造
の
た
め
、
太

陽
光
が
透
過
し
、
ま
る
で
屋
外
で

活
動
し
て
い
る
よ
う
で
、
屋
内
に

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
外
光
を

有
効
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
照
明

コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の

「
ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｊ
Ｏ
」。
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
施
設
の
予
約
状
況
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
場
所　

河
原
津
新
田
甲
１
５
７

■
開
館
時
間　

９
時
～
22
時

■
休
館
日　

年
末
年
始
（
12
月
29

日
～
１
月
３
日
）

■
問
合
せ

　

東
予
運
動
公
園
管
理
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

０
３
６
１

充
実
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
設
備

国
内
最
大
級
の
主
競
技
場

外
光
を
活
か
し
た
構
造
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四
国
電
力
㈱
西
条
発
電
所
の

「
お
も
し
ろ
科
学
探
偵
団
」
が
、

科
学
の
世
界
に
ご
案
内
し
ま
す
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
不
思
議
な

科
学
実
験
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
４
日
㈫　
　
　
　

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

■
対
象　

小
学
３
・
４
年
生　
　

■
定
員　

80
人

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
で
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法

　

７
月
22
日
㈬
ま
で
に
、
産
業
情

報
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
学
校
を
通
じ

て
配
布
し
て
い
ま
す
。
産
業
情
報

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
「
近
年
、
食
の
安
全
・
安
心
へ

の
意
識
か
ら
日
本
産
に
対
す
る
興

味
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
中
、

工
場
内
の
遊
休
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
社
内
で

話
し
合
っ
た
結
果
、
外
食
事
業
と

工
場
野
菜
の
分
野
へ
進
出
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
」
と
㈱
日
本
シ

ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
）
の

文
野
忍
工
場
長
と
佐
伯
賢
二
新
規

事
業
部
門
長
は
語
る
。

　

Ｎ
Ｓ
Ｇ
は
平
成
２
年
に
創
業
。

当
初
は
10
名
程
度
の
従
業
員
で
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
は
従
業
員

２
２
０
名
を
抱
え
る
企
業
へ
と
成

長
し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｇ
の
特
徴
は
、
社

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

生
じ
た
ア
イ
デ
ア
を
素
早
く
活
用

し
、
従
業
員
の
や
る
気
ア
ッ
プ
へ

つ
な
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
家

電
製
品
組
立
加
工
か
ら
始
ま
っ
た

Ｎ
Ｓ
Ｇ
だ
が
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
、
光
学
機
能
性
フ
ィ
ル
ム
加

工
、
医
療
器
具
製
造
、
ガ
リ
ウ
ム

精
製
と
数
々
の
事
業
に
挑
戦
し
て

き
て
い
る
。
今
回
の
工
場
野
菜
の

栽
培
も
、
Ｎ
Ｓ
Ｇ
の
団
結
力
と
ス

ピ
ー
ド
か
ら
生
ま
れ
た
成
果
だ
。

■
全
国
で
注
目
さ
れ
る
工
場
野
菜

　

近
ご
ろ
農
林
水
産
省
や
大
手
企

業
が
注
目
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
新
聞
紙
上
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
工
場
野
菜
だ
が
、
Ｎ

Ｓ
Ｇ
で
は
平
成
19
年
か
ら
栽
培
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
は
自
社

技
術
を
活
用
し
た
設
備
を
使
い
、

レ
タ
ス
、
わ
さ
び
菜
、
大
葉
、
鴨

頭
ね
ぎ
を
栽
培
し
て
い
る
。

　

工
場
野
菜
の
特
徴
は
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
を
活
用
す
る
た
め
農
薬
を

使
用
す
る
必
要
が
無
く
、
安
全
・

安
心
な
野
菜
を
、
１
年
を
通
じ
て

提
供
で
き
る
こ
と
だ
。
露
地
や
ハ

ウ
ス
栽
培
と
比
較
し
て
高
値
と
な

る
傾
向
に
あ
る
工
場
野
菜
だ
が
、

コ
ス
ト
低
減
を
図
り
、
多
く
の
お

客
様
に
安
全
で
新
鮮
な
野
菜
を
届

け
る
の
が
Ｎ
Ｓ
Ｇ
の
夢
で
あ
る
。

　

現
在
、
Ｎ
Ｓ
Ｇ
が
栽
培
し
た
野

菜
は
自
社
が
経
営
す
る
カ
ジ
ュ
ア

ル
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｂ

Ｕ
」
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
だ
わ
り
の
生
ビ
ー
ル
と
一

緒
に
、
安
全
で
新
鮮
な
食
材
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
Ｎ
Ｓ
Ｇ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
続
い
て
い
る
。

（
技
術
相
談
室
チ
ー
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー　

林
）

■
得
意
技
は
団
結
力
と
ス
ピ
ー
ド

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報を発信するページです。
　今月は市内企業の所有する技術を紹介す
る「我が社の得意技」や「おもしろ科学ワ
ールド」についてお知らせします。

56

開
催
し
ま
す
！

　

お
も
し
ろ
科
学
ワ
ー
ル
ド

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
事
業
案
内

▲ＢＵでは安全・安心な野菜を提供している

▲ 虫食いがなく、青々と育つ野菜
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経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
方
に
は
、
保
険
料
を
免
除
ま
た

は
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
か
ら
平
成
21
年
度
の
保
険

料
の
免
除
・
猶
予
制
度
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
申
請
先
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
免
除
・
猶
予
制
度
の
種
類

①
全
額
免
除
制
度

　

保
険
料
納
付
が
全
額
免
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

　

保
険
料
納
付
が
一
部
免
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
の
保
険
料
納
付

を
猶
予
し
、
後
で
納
付
が
で
き
る

制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
の
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

④
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
の
保
険
料
納
付
を
猶

予
し
、
後
で
納
付
が
で
き
る
制
度

で
す
。
本
人
の
所
得
が
一
定
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
申
請
先

○
新
居
浜
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
が
６
月
４
日

に
施
行
さ
れ
、
長
期
優
良
住
宅
の

認
定
を
受
け
て
新
築
し
た
住
宅
は

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

減
額
を
受
け
る
に
は
、
固
定
資

産
税
が
課
さ
れ
る
年
の
１
月
31
日

ま
で
に
減
額
適
用
申
告
書
を
市
へ

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
減
額
の
適
用
要
件

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
住
宅

○
建
築
着
工
前
に
長
期
優
良
住
宅

の
認
定
を
受
け
た
住
宅

○
平
成
21
年
６
月
４
日
～
平
成
22

年
３
月
31
日
の
間
に
新
築
さ
れ

た
住
宅

○
床
面
積
が
50
平
方
㍍
以
上
（
戸

建
て
以
外
の
貸
家
住
宅
は
40
平

方
㍍
以
上
）
２
８
０
平
方
㍍
以

下
の
住
宅

※
減
額
の
対
象
と
な
る
床
面
積
は

１
戸
当
た
り
１
２
０
平
方
㍍
ま

で
の
居
住
部
分
で
す
。

■
減
額
の
適
用
期
間

　

新
築
後
、
５
年
度
分
（
中
高
層

耐
火
住
宅
は
７
年
度
分
）
の
固
定

資
産
税
か
ら
２
分
の
１
を
減
額
。

■
長
期
優
良
住
宅
と
は

　

耐
久
性
、
耐
震
性
、
可
変
性
、

維
持
管
理
・
更
新
の
容
易
性
な
ど

一
定
以
上
の
性
能
を
有
す
る
住
宅

で
、
建
築
着
工
前
に
市
の
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
次
の
住

戸
面
積
が
必
要
で
す
。

○
戸
建
て　
　
　

75
平
方
㍍
以
上

○
共
同
住
宅
等　

55
平
方
㍍
以
上

■
問
合
せ

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

○
市
庁
舎
本
館
資
産
税
課

　

資
産
税
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
２
５

○
各
総
合
支
所

　

税
務
課
税
務
係
（
東
予
）

　

総
務
課
税
務
係
（
丹
原
・
小
松
）

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
に
つ
い
て

○
市
庁
舎
別
館
建
築
審
査
課

　

建
築
指
導
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
５
４

17
日　

市
県
民
税
第
１
期
分
の
督

促
状
の
発
送

31
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

分
お
よ
び
固
定
資
産
税
第
２
期

分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、
納

期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶

予
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
住
宅
の

固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す

　2011（平成23）年７月から地上デジタル放送（地デジ）に完全移行するのを
前に、公共機関を名乗って、テレビの地デジ対応機器の購入やアンテナ工事の
代金の支払いを求めたり、助成金を受けるための費用を請求したりする詐欺が
発生しています。
　疑わしい工事の勧誘や、身に覚えのない工事代金の請求を受けた場合は、す
ぐに代金を支払わず、右記の相談窓口へご相談ください。

相談窓口
○市庁舎本館市民生活課
　市民相談係　℡0897－52－1243
○各総合支所総務課　総務調整係
○愛媛県消費生活センター
　℡089－925－3700

７
月
の
市
税
ご
よ
み
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収
集
日
に
粗
大
ご
み
を
運
び
出

す
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
を
対
象
に
、
粗
大

ご
み
の
戸
別
収
集
を
行
い
ま
す
。

■
収
集
す
る
も
の

　

た
ん
す
、
机
、
い
す
、
布
団
、

食
器
棚
、
自
転
車
、
ス
ト
ー
ブ
、

こ
た
つ
、
掃
除
機
な
ど

■
収
集
で
き
な
い
も
の

　

引
越
し
な
ど
で
の
多
量
ご
み
、

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、
天
日
温
水

器
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
消

火
器
、
バ
イ
ク
、
農
機
具
な
ど

■
収
集
時
期　

８
月
下
旬
予
定

※
粗
大
ご
み
処
理
券
を
必
ず
は
り

付
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

７
月
１
日
㈬
～
17
日
㈮

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
直
接
担
当
窓
口
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
者

に
は
、
事
前
に
収
集
日
・
収
集
業

者
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
先　

お
住
ま
い
の
地
域
で

申
込
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
西
条
地
域
の
方

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

○
東
予
地
域
の
方

　

東
予
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係

○
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係

○
小
松
地
域
の
方

　

小
松
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係

　

犬
の
飼
い
主
に
は
、
飼
い
犬
に

対
し
て
、
一
生
に
１
回
の
登
録
と

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の

接
種
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
未
登
録
の
犬
は
市
担
当

課
ま
た
は
市
内
動
物
病
院
で
登
録

手
続
き
を
、
予
防
注
射
を
受
け
て

い
な
い
犬
は
、
市
内
動
物
病
院
で

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
の
料
金

　

１
頭
に
つ
き
２
８
５
０
円

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ル
ー
ル

違
反
の
ご
み
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
違
反
が
あ
る
と
収
集
に

支
障
を
き
た
す
ば
か
り
か
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
す
る
自
治

会
や
地
域
の
方
に
多
く
の
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

各
戸
に
配
布
し
て
い
る
『
「
家

庭
ご
み
」
の
正
し
い
分
け
方
・
出

し
方
』
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
く

ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
！

　
「
ス
プ
レ
ー
缶
」
や
「
使
い
捨

て
ラ
イ
タ
ー
」
が
原
因
で
、
ご
み

収
集
車
両
の
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
収
集
・
処
理
の
安
全
性
確

保
の
た
め
、
必
ず
ガ
ス
を
抜
い
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

指定ごみ袋、粗大
ごみ処理券には、
必ず氏名等を記入
しましょう。

住民基本台帳の一部と選挙人名簿抄本の閲覧状況を公表します
▼住民基本台帳の一部（写し）の閲覧状況（住民基本台帳法第11条第３項および第11条の２第12項による公表）

▼選挙人名簿抄本の閲覧状況（公職選挙法第28条の４第７項による公表）

閲覧期間：平成20年４月１日～平成21年３月31日

問合せ：市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1458

問合せ：市庁舎別館選挙管理委員会　℡0897－52－1263

日本放送協会松山放送局

独立行政法人　国立病院機構

内閣府大臣官房政府広報室

日本銀行情報サービス局

総務省統計局統計調査部

ＮＨＫ放送文化研究所　世論調査部

公立学校法人首都大学東京

内閣府大臣官房政府広報室

明るい選挙推進協会

日本たばこ産業㈱

内閣府大臣官房政府広報室

ビデオリサーチ

朝日新聞　松山総局 政治・選挙に関する世論調査 平成20年４月21日 郷土靖国神社

視聴率・日本人の意識調査 平成20年４月23日 16歳以上 御舟町、下町西、下町北ほか ６８件

閲　覧　者 目　　　的 閲覧年月日 閲覧対象 閲覧地区 閲覧件数

飲酒・喫煙実態調査 平成20年５月20日 20歳以上 安用 ２１件

国民生活に関する世論調査 平成20年５月16日 20歳以上 神拝 ２１件

生活意識に関するアンケート調査 平成20年６月３日 20歳以上 神拝乙、大町 １５件

家計消費状況調査 平成20年６月12日 20歳以上 玉津、古川 ８６件

世論調査 平成20年９月12日 20歳以上 玉津、飯岡 ４０件

家族についての全国調査 平成20年12月４日 28歳以上 小松町北川 ７５件

家計消費状況調査 平成20年12月16日 20歳以上 丹原町池田 ３９件

若者の政治に関する意識調査 平成20年12月16日 16歳以上30歳未満 飯岡 １４件

全国たばこ喫煙者率調査 平成21年１月20日 20歳以上90歳未満 福武甲 ２０件

食育に関する意識調査 平成21年１月21日 20歳以上 石田 １２件

高齢者の地域社会への参加に関する調査 平成21年１月21日 60歳以上 三芳 １２件

４２３件計

６件

閲　覧　者 目　　　的 閲覧年月日 閲覧地区（各投票区選挙人） 閲覧件数

社団法人　新情報センター 家計消費状況調査（総務省統計局） 平成20年４月23日 古川団地集会所 ８６件

読売新聞　松山支局 政治・選挙に関する世論調査

政治・選挙に関する世論調査

政治・選挙に関する世論調査

政治・選挙に関する世論調査

平成20年７月10日 氷見小学校、小松総合支所 ８５件

東予地方局地域政策課 平成20年９月11日 野口集会所、神拝公民館、橘小学校、多賀小学校、久妙寺集会所 １７６件

朝日新聞　松山総局

東予地方局森林林業課

平成20年９月24日 玉津公民館、大町公民館 １２件

平成20年９月25日 飯岡小学校、市役所別館、神戸公民館、円海寺集会所、丹原小学校 ７８件

４４３件計

高
齢
者
世
帯
の
粗
大
ご
み
を

戸
別
収
集
し
ま
す

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
は
お
済
み
で
す
か
？

ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
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友
好
都
市
で
あ
る
保
定
市
（
中

国
河
北
省
）
と
市
民
間
の
交
流
を

図
る
た
め
、
市
で
は
次
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
訪
問
団
へ
の
補
助
金
交
付
】

　

自
主
的
に
保
定
市
を
友
好
訪
問

す
る
団
体
に
、
訪
問
計
画
の
相
談

や
補
助
金
の
交
付
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

■
補
助
金
の
交
付
条
件

○
市
民
間
の
友
好
親
善
を
目
的
と

し
た
訪
問
で
、
保
定
市
に
２
日

間
以
上
滞
在
す
る
こ
と
（
営
利

目
的
な
ど
を
除
く
）

○
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
方
５
人
以
上

で
組
織
さ
れ
、
市
内
在
住
者
が

過
半
数
を
占
め
る
こ
と

○
ほ
か
の
公
的
機
関
か
ら
補
助
を

受
け
な
い
こ
と

※
一
度
補
助
金
を
受
け
た
方
に
は

２
年
間
再
交
付
し
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
額

　

団
員
１
人
に
つ
き
3
万
円
を
限

度
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
決
定

【
市
民
訪
中
団
の
団
員
募
集
】

　

団
員
の
方
に
は
訪
中
の
活
動
計

画
な
ど
を
協
議
い
た
だ
き
、
西
条

市
と
保
定
市
が
協
力
し
て
訪
中
を

支
援
し
ま
す
。

■
訪
中
日
程

　

９
月
中
旬
（
４
泊
５
日
）
予
定

※
応
募
が
少
数
の
場
合
は
中
止
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
・
通
勤

・
通
学
す
る
方

■
経
費　

１
人
当
た
り
約
10
万
円

■
応
募
期
限　

７
月
31
日
㈮

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
を
築
く
た
め
、
強
調
月
間

中
は
市
内
各
所
で
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
運
動
に
対
す

る
ご
理
解
と
、
各
種
行
事
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
行
動
目
標　

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

地
域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

協
力
し
よ
う

■
重
点
事
項

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

就
労
支
援

■
主
な
行
事

○
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会

な
ど
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動

○
市
内
中
学
生
を
対
象
と
し
た
作

文
コ
ン
テ
ス
ト

○
西
条
地
区
大
会
を
７
月
28
日
㈫

に
総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で

開
催
。
10
時
か
ら
中
学
生
の
主

張
（
作
文
発
表
）、
作
文
入
賞

者
表
彰
式
、
13
時
30
分
か
ら
公

開
ケ
ー
ス
研
究
の
部

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課
内

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

西
条
地
区
推
進
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
４
３

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
」
に
規
定
す
る
市
長
の
資
産

等
補
充
報
告
書
等
の
閲
覧
を
行
い

ま
す
。

■
閲
覧
日
時　

６
月
30
日
㈫
～

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
。

■
閲
覧
場
所

　

市
庁
舎
本
館
３
階
総
務
課
内

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

総
務
法
制
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
６

友
好
都
市
「
保
定
市
」
と
の

草
の
根
交
流
を
支
援
し
ま
す

　８月の「道路ふれあい月間」に併せて、四国の道
路を四国４県で一斉に歩きながら清掃し、みんなで
道路を快適に利用していこうとする取り組みです。
　コースは、近くの道を２㎞程度歩きながら清掃す
る「自由コース」と、四国４県で定められた集合場
所まで清掃する「にぎわいコース」、学校単位で参
加する「小中学生コース」があります。
　詳しくは四国内にある、道の駅、国土交通省各事
務所、各県・市町村に配布しているパンフレットを
ご覧いただくか、下記へお問い合わせください。
　参加者には参加証が交付されます。
■参加申込期限　７月28日㈫

■問合せ　「88クリーンウォーク四国」
　　　　　実行委員会事務局　℡087－821－3510

水道水がご家庭に届くまで

ろ過池

問合せ　市庁舎本館水道業務課　℡0897－52－1352　　

地下水を取水し、
滅菌処理（塩素滅菌）

　安全な水道水を安定的にご家庭へお届けする
ため、このような施設が一定区域ごとに必要と
なります。水道を使用される皆さまからの水道
料金が、施設の建設・改良・維持管理に活かさ
れています。

河川表流水を取水し、
不純物除去・滅菌処理（塩素滅菌）

取水の比率
浄水場・約１：水源地・約９

配水池

一時的な貯水

浄水場

水源地

地下水

河川

各ご家庭へ

高い所へは、
加圧して配水

加圧ポンプ場

→

→

→

→

→

→

→

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間　

７
月
１
日
～
31
日

市
長
の
資
産
等
を
公
開
し
ま
す
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愛
媛
県
で
は
県
内
の
浄
化
槽
の

設
置
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め
、

㈳
愛
媛
県
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
、
浄
化
槽
の
実
態
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
㈳
愛
媛
県
浄
化
槽
管
理

セ
ン
タ
ー
長
発
行
の
調
査
員
証
を

持
っ
た
調
査
員
が
、
戸
別
に
訪
問

し
て
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
調
査
内
容

　

浄
化
槽
の
有
無
、
保
守
点
検
・

清
掃
の
実
施
状
況
な
ど

■
調
査
期
間

　

平
成
21
年
７
月
～
12
月

■
問
合
せ　

㈳
愛
媛
県
浄
化
槽
管

理
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
５

－

２
６
６
１

　

受
給
・
支
給
要
件
を
満
た
し
、

嘱
託
医
が
特
別
障
害
者
と
認
め
る

方
に
、
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
受
給
要
件

　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別

の
介
護
が
必
要
で
あ
り
、
原
則
と

し
て
、
重
度
の
障
害
が
二
つ
以
上

重
複
す
る
20
歳
以
上
の
方　

■
支
給
要
件

○
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る
こ
と

○
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

○
入
院
し
て
い
な
い
こ
と

■
支
給
額

　

月
額
２
万
６
４
４
０
円

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
消
火

活
動
に
絶
対
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
で
す
。
消
防
水
利
に
指

定
し
て
い
る
、
プ
ー
ル
、
池
、
井

戸
、
河
川
な
ど
も
、
消
火
活
動
に

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
消
防
水
利
の
周
辺
は
、

道
路
交
通
法
で
駐
車
が
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
違
法
な
駐
車
は
一
刻
を

争
う
消
火
活
動
に
大
変
障
害
と
な

り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
駐
車
禁
止
の
消
防
施
設

○
消
火
栓
か
ら
５
㍍
以
内

○
防
火
水
槽
の
給
水
口
や
吸
管
投

入
孔
（
蓋ふ

た

）
か
ら
５
㍍
以
内

○
プ
ー
ル
、
池
、
井
戸
、
河
川
な

ど
、
指
定
消
防
水
利
の
標
識
を

設
置
す
る
位
置
か
ら
５
㍍
以
内

　

市
立
幼
稚
園
で
は
、
幼
稚
園
や

保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い
幼
児
を

対
象
に
、
次
の
日
程
で
幼
稚
園
を

開
放
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
保
護
者
同
伴
で
、
気
軽
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
開
放
日
時

　

７
月
28
日
㈫
、
８
月
４
日
㈫
・

11
日
㈫
・
18
日
㈫

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所
・
問
合
せ

○
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
７

－

７
７
９
７

○
東
予
南
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

３
０
８
１

○
多
賀
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
６
７

○
国
安
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

５
３
３
２

○
燧
洋
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
７
７
３

○
小
松
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

２
７
０
２

浄
化
槽
に
関
す
る
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

消
火
栓
、
防
火
水
槽
な
ど
の

近
く
は
駐
車
禁
止
！

消火栓等の位置を示す蓋（右写真）を
黄色、標識（左写真上下）や立ち上が
り消火栓は赤色で塗装しています。

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

未
就
園
児
親
子
で
遊
ぼ
う

集中豪雨・土砂災害に気をつけよう！

問合せ：市庁舎別館河川課　河川係　℡0897－52－1543

　河川に出かける機会が多くなる季節ですが、河川は局地的な集中
豪雨によって急激に増水する恐れがあります。
　現在いる場所に雨が降っていなくても、上流部で大雨が降ってい
る場合もありますので、河川で活動される場合は、天気の状況を絶
えず確認しましょう。
■ホームページで雨量などの情報が確認できます
○西条市雨量情報
　http://www.i-sensor.com/pv/saijyo/
○愛媛県河川砂防情報システム
　http://kasensabo.pref.ehime.jp/dosha/
○リアルタイム川の防災情報（国土交通省）
　http://www.river.go.jp/
　※携帯電話用　http://i.river.go.jp/

　土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域は、土砂災害防止法に
基づいて、危険の周知、警戒避難体制の整備、住宅等の新規立地の
抑制など、土砂災害の対策を推進する区域です。
　これらの区域は地元説明会などを経て、愛媛県が指定しており、
今年は新たに23箇所（計36箇所）が指定されました。
　指定された区域の図面は、市庁舎別館河川課で閲覧できます。県
と市のホームページでも公開しています。
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愛
媛
県
で
は
県
の
取
り
組
み
を

広
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
県
政

広
報
紙
「
さ
わ
や
か
愛
媛
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
。（
毎
月
１
日
発

行
。
た
だ
し
、
合
併
号
の
７
・
８

月
号
は
７
月
15
日
、
１
・
２
月
号

は
１
月
15
日
発
行
）

　

こ
の
広
報
紙
は
新
聞
折
込
み
で

配
布
し
て
い
ま
す
が
、
県
内
市
町

庁
舎
、
県
地
方
局
（
支
局
）
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
ど
で
お
渡
し

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

県
庁
広
報
広
聴
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
２
４
１

URL http://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
多
く
の

方
が
国
有
林
を
訪
れ
ま
す
。
国
有

林
を
訪
れ
る
際
は
、
次
の
こ
と
に

ご
留
意
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
国
有
林
で
の
留
意
事
項

○
動
植
物
の
保
護

○
樹
木
の
損
傷
、
下
草
の
採
取
な

ど
の
禁
止
（
樹
木
の
損
傷
、
林

産
物
の
窃
取
は
、
法
で
罰
せ
ら

れ
ま
す
）

○
歩
道
、
広
場
な
ど
の
区
域
外
へ

の
立
ち
入
り
を
控
え
る

○
立
入
制
限
の
表
示
が
あ
る
区
域

に
は
絶
対
立
ち
入
ら
な
い

○
立
ち
止
ま
る
場
合
は
、
安
全
な

場
所
で
あ
る
か
確
認
す
る

○
悪
天
候
の
場
合
は
入
山
し
な
い

○
ご
み
は
持
ち
帰
る

○
タ
バ
コ
な
ど
、
火
の
始
末
を
確

実
に
す
る

■
登
山
を
す
る
方
へ

　

登
山
は
自
己
責
任
が
原
則
で
す
。

天
候
や
登
山
情
報
を
確
認
し
、
登

山
計
画
を
家
庭
、
登
山
地
域
の
都

道
府
県
警
察
本
部
地
域
課
・
警
察

署
等
に
提
出
の
上
、
十
分
な
装
備

で
入
山
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
連
絡
先

○
愛
媛
森
林
管
理
署

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
４

－

０
５
５
０

○
西
条
警
察
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
１
０

○
西
条
西
警
察
署

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

０
１
１
０

○
市
観
光
振
興
課
（
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

　

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
由
に
よ
っ
て
、
中
学
校
を
卒
業

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
に

対
す
る
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者　

平
成
22
年
３
月
31
日

ま
で
に
満
15
歳
に
な
る
方
（
日
本

国
籍
を
有
し
な
い
方
も
含
む
）

■
試
験
日　

11
月
４
日
㈬

■
試
験
場　

愛
媛
県
庁

■
願
書
提
出
先　

文
部
科
学
省

■
願
書
受
付
期
間

　

８
月
21
日
㈮
～
９
月
８
日
㈫

■
問
合
せ

　

県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
４
１

　

壬
生
川
郷
土
史
研
究
会
発
刊
の

「
壬
生
川
郷
土
史
」
を
、
壬
生
川

公
民
館
で
販
売
し
ま
す
。

　

壬
生
川
郷
土
史
は
、
主
に
戦
国

時
代
か
ら
近
代
・
現
代
に
至
る
、

壬
生
川
の
歴
史
や
民
俗
、
人
物
な

ど
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
５
版
、
約
５
０
０
ペ
ー
ジ
の

構
成
で
、
１
冊
３
千
円
で
す
。

■
問
合
せ　

壬
生
川
公
民
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
２
０
２

国
有
林
で
は
安
全
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

「
壬
生
川
郷
土
史
」
を
発
刊

県
政
広
報
紙
を
地
方
局
な
ど
で

お
渡
し
し
て
い
ま
す

　毎年５月から８月にかけて、ＮＨＫアナログ総合テレビの２チャン
ネルの画面が『しま模様』となる症状が発生することがあります。
　これは自然現象によって「スポラディックＥ層」と呼ばれる特殊な
電離層が日本海上空に発生し、普段は届くことのない1000～2000㎞も
離れた近隣諸国のテレビやＦＭの電波を反射させ、日本に飛んでくる
からです。
　この電波が、２チャンネルと
混信して『しま模様』になって
しまいます。障害は数分～数時
間で消えます。ご理解のほど、
よろしくお願いします。
※地上デジタル放送でＮＨＫ総
　合テレビを受信されると、こ
　の症状は発生しません。

ＮＨＫの受信に関わる技術相談窓口　℡0570－00－3434（９時～20時受付）

大変ご迷惑をおかけしております。

テレビ画面がしま模様になるのは
自然現象『スポラディックＥ層』が原因です

定額給付金
子育て応援特別手当

　定額給付金、子育て応援特別手当の申請
期間は、平成21年10月15日㈭までです。
　申請は早めにお願いいたします。
　申請書が届いていない方は、早急に定額
給付金事務局へご連絡ください。

　これらの防止を図るため、国・県・市が
個人情報などを電話でお問い合わせするこ
とは絶対にありません。市などをかたった
不審な電話や郵便物にご注意ください。

問合せ　西条市役所　定額給付金事務局
　℡0897－52－1492　℡0897－56－5316
　℡0897－56－5317　※いずれの番号も直通
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■
日
時　

７
月
11
日
㈯　

18
時
～

■
場
所　

西
条
栄
町
上
組
商
店
街

■
内
容

　

生
徒
が
丹
精
込
め
て
生
産
し
た

農
産
物
、
加
工
品
、
鉢
植
え
・
花

な
ど
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

西
条
栄
町
上
組
商
店

街
振
興
組
合
（
大
道
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

４
１
４
４

■
日
時

　

７
月
18
日
㈯　

10
時
～
16
時

■
場
所

　

銅
夢
に
い
は
ま
（
新
居
浜
市
）

■
内
容

　

備
長
炭
電
池
、
く
だ
も
の
電
池

な
ど
の
科
学
体
験
、
は
た
ら
く
車

の
展
示
・
体
験
、
サ
イ
エ
ン
ス
シ

ョ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
、
四
国

物
産
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
合
せ

　

四
国
電
力
㈱
新
居
浜
支
店

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

４
３
０
０

■
日
時

　

７
月
20
日
㈪　

10
時
～
15
時

■
内
容　

最
新
鋭
巡
視
船
艇
な
ど

各
種
パ
ネ
ル
展
示
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器

デ
モ
点
灯
、
制
服
試
着
・
記
念
撮

影
、
ク
イ
ズ
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
制
作
、
展
望
体
験
、
海
保
ヘ
リ

の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
（
午
前
・
午
後

各
１
回
）
な
ど
。

※
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
は
天
候
等
の
都

合
で
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

来
島
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
今
治
市
湊
町
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

３
１

－

４
９
９
２

■
日
時

　

７
月
24
日
㈮　

９
時
～
13
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

水
の
都
西
条
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
水
に
つ
い
て

発
表
し
ま
す
。
発
表
終
了
後
は
、

驚
き
の
水
実
験
な
ど
多
数
の
イ
ベ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

㈳
西
条
青
年
会
議
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
３
８

　

巡
視
艇
「
い
よ
な
み
」「
せ
と
ぎ

り
」
に
乗
船
し
て
、
今
治
港
か
ら

来
島
海
峡
周
辺
を
航
海
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
20
日
㈪

　
　
　
　

10
時
30
分
～
15
時

■
航
海
時
間　

約
１
時
間

■
対
象　

原
則
小
学
生
以
上

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
次
の
こ
と
を
明

記
し
、
７
月
７
日
㈫
必
着
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。（
は
が
き
１
枚

に
つ
き
５
人
ま
で
申
込
可
）

○
往
信
用
裏
面

　
「
体
験
航
海
申
し
込
み
」
と
記

入
し
、
乗
船
希
望
時
刻
、
代
表
者

と
同
乗
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
年
齢
を
明
記
。

○
返
信
用
表
面

　

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

※
定
員
の
都
合
で
分
散
乗
船
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
結
果
の
通
知

　

乗
船
す
る
時
間
・
場
所
・
巡
視

艇
を
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

で
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
先

　

〒
７
９
４

－

０
０
１
３

　

今
治
市
片
原
町
１

－

２

　

今
治
海
上
保
安
部
管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

３
２

－

２
８
８
２

西
条
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
が

農
産
物
を
展
示
即
売
し
ま
す

西条運動公園総合プール
東予運動公園プール

■利用上の注意事項
○小学３年生以下の児童・幼児は、必ず
　保護者が同伴してください。保護者が
　同伴していない場合は、事故防止のた
　め入場をお断りします。
○目や皮膚の疾患、伝染する恐れのある
　病気にかかっている方の入場はお断り
　します。
○管理者の指示には必ず従ってください。

■日時・場所　○７月24日㈮　10時～13時
　　　　　　　　西条運動公園総合プール
　　　　　　　○８月７日㈮　10時～13時
　　　　　　　　東予運動公園プール
■内容　障害者や母子家庭の方々を対象に
　プールを開放します。
■申込期間　７月17日㈮まで
■申込先
○市庁舎別館社会福祉課
　障害者福祉係　℡0897－52－1214
○各総合支所市民福祉課
　福祉係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）
※障害者団体や福祉施設の方は、参加希望
　者を取りまとめてお申し込みください。
※イベント開催中は参加者以外のプール利
　用をお断りします。ご了承ください。

■イベント開催における入場制限のお願い
○次の日程は福祉プール開催のため、参加者以外は13時まで利用できません。
　西条運動公園総合プール：７月24日㈮　　東予運動公園プール：８月７日㈮

西条運動公園総合プール（ひうち１－２）　℡0897－53－3200
東予運動公園プール（河原津新田甲157）　℡0898－66－0361

■利用料金（１人当たり）
　大　人：３００円
　中高生：２００円
　小学生：１００円
■団体料金（30人以上の団体）
　小学生：１人・８０円
※障害者手帳をお持ちの方、65歳
　以上の方、一人親世帯の方など
　に対する減免制度があります。

【利用期間】７月１日㈬～８月31日㈪　10時～18時
　　　　　　７月20日㈪～８月19日㈬は、19時までご利用いただけます。

問
合
せ

夏
休
み
よ
ん
で
ん
グ
ル
ー
プ

科
学
体
験
フ
ェ
ス
タ

水
を
た
ず
ね
て
温
故
知
新

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
が
西こ

こ条
に
あ
る

来
島
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

施
設
一
般
公
開

巡
視
艇
体
験
乗
船
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■
日
時

　

７
月
18
日
㈯　

17
時
30
分
～

■
内
容　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
。
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
や
イ
ベ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

身
体
障
害
者
授
産
施
設

　

東
予
希
望
の
家

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
６
５
６

■
日
時　

７
月
19
日
㈰　

18
時
～

■
内
容　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン

ト
。
盆
踊
り
、
和
太
鼓
の
演
奏
、

模
擬
店
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

身
体
障
害
者
療
護
施
設

　

て
い
ず
い

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

５
３
０
０

■
日
時
（
２
日
間
）

　

８
月
21
日
㈮
・
22
日
㈯

　

21
日
…
13
時
～
15
時
30
分

　

22
日
…
９
時
～
15
時
30
分

※
22
日
は
お
弁
当
が
必
要
で
す
。

■
場
所　

身
体
障
害
者
療
護
施
設

　
　
　
　

て
い
ず
い

■
内
容　

施
設
で
の
作
業
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
利
用

者
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

■
対
象

　

市
内
の
中
学
生
・
高
校
生
（
両

日
参
加
可
能
な
方
を
優
先
）

■
定
員　

10
人

■
申
込
期
限　

８
月
７
日
㈮

■
申
込
先

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

■
日
時

　

７
月
19
日
㈰　

14
時
開
演

■
場
所　

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

芸
乃
虎
や
志
、
粗
忽
家

酔
書
、
柱
笑
福
、
粗
忽
家
勘
々
、

火
災
亭
珍
歌
ほ
か
、
全
国
ア
マ
チ

ュ
ア
落
語
家
に
よ
る
落
語
会

■
入
場
料

○
前
売
券　

８
０
０
円
（
20
人
以

上
の
団
体
は
７
０
０
円
）

○
当
日
券　

１
０
０
０
円

■
問
合
せ

　

西
条
落
語
を
聴
く
会
（
小
寺
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

６
６
７
７

■
日
時　

７
月
13
日
㈪

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室
、

研
修
室
１
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

育
児
の
援
助
に
つ
い
て

必
要
な
知
識
と
技
術
を
学
習

■
対
象

　

セ
ン
タ
ー
の
提
供
会
員
（
育
児

の
援
助
を
行
う
人
）
と
し
て
活
動

を
希
望
す
る
20
歳
以
上
の
方

■
申
込
期
限　

７
月
８
日
㈬

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
女
性
児

童
福
祉
課
内　

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
６
６
６

※
講
習
中
の
託
児
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ファミリー・サポート・センター
は、育児の援助を行いたい人と受
けたい人が会員となって、育児を
お互いで助け合う会員組織です。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

四
国
大
落
語
祭
２
０
０
９

全
国
ア
マ
落
語
競
演
会

第
４
回　

て
い
ず
い
夏
ま
つ
り

第
15
回　

き
ぼ
う
夏
ま
つ
り

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
初
級
講
習
会

入場券販売場所（７月１日㈬から入場券を販売します）
　総合文化会館、丹原文化会館
　市教育委員会社会教育課（市庁舎別館）
　市教育委員会東予・丹原・小松分室（各総合支所）
　西条・東予・丹原・小松温芳各図書館　ほか

問合せ：総合文化会館　℡0897－53－5500
主催：総合文化会館　共催：西条市、西条市教育委員会、愛媛新聞社

早坂暁講演会

総合文化会館
大ホール

９月19日㈯
13時30分開場　14時開演

日時

場所

「石鎚山は瀬戸内海の父」
―瀬戸内海は日本列島の母

入場料　1,000円

講師　早坂　暁氏
松山市（旧北条市）出身の
作家・脚本家。小説、映画
シナリオなど幅広く活躍中

図書館開館記念

特別展　トリックアート展
期間　７月11日㈯～８月31日㈪
内容　目の錯覚を巧みに利用した、不思議な感
　　覚を楽しめるトリックアートの展示。
観覧料（特別展のみ）
　大人（高校生以上）：600円
　小・中学生、65歳以上の方：300円

問合せ　総合科学博物館　℡0897－40－4100
　　　　℻0897－40－4101
　　　　URL http://www.i-kahaku.jp/

総合科学博物館　イベント情報

▲

巨
大
フ
ラ
ン
ケ
ン

　

「
き
ゃ
？
食
べ
な
い
で
！
」

▲

虎
に
踏
み
潰
さ
れ
た
鞄

広報さいじょう　2009　7月号 18



■
日
時　

７
月
22
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

加
茂
川
ト
リ
ム
公
園

■
講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
石
鎚
ふ

れ
あ
い
の
里
支
配
人
）

■
内
容　

簡
単
な
水
質
調
査
、
水

の
中
に
す
む
生
き
物
の
観
察

■
対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

■
定
員　

40
人

■
申
込
期
限　

７
月
15
日
㈬

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

Eﾒｰﾙ kankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時

　

８
月
２
日
㈰　

９
時
～
15
時

■
場
所

○
清
掃　

ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系

○
教
室　

西
条
高
校
の
お
堀

■
内
容

　

水
辺
で
の
清
掃
活
動
や
カ
ヌ
ー

体
験
を
通
し
て
、
水
の
都
西
条
の

豊
か
な
水
を
感
じ
ま
す
。
午
前
に

清
掃
、
午
後
に
教
室
を
実
施
。

※
カ
ヌ
ー
教
室
は
小
学
４
～
６
年

生
対
象
で
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

■
問
合
せ

　

㈳
西
条
青
年
会
議
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
３
８

■
経
営
・
管
理
研
修

○
組
織
力
を
ア
ッ
プ
す
る
コ
ー
チ

ン
グ
研
修
（
質
問
型
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
理
論
）

　

７
月
18
日
㈯

　

申
込
期
限
…
７
月
８
日
㈬

○
組
織
力
を
ア
ッ
プ
す
る
コ
ー
チ

ン
グ
研
修
（
質
問
型
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
理
論
・
演
習
）

　

８
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯

　

申
込
期
限
…
７
月
22
日
㈬

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
チ
ラ
シ

を
作
っ
て
み
よ
う

　

８
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

　

申
込
期
限
…
７
月
17
日
㈮

○
エ
ク
セ
ル
実
務
操
作

　

８
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮

　

申
込
期
限
…
８
月
６
日
㈭

■
問
合
せ

　

各
講
座
は
受
講
料
等
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
東
予
産
業
創
造
セ

ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

【
草
木
染
コ
ア
カ
ソ
で
染
め
る
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

７
月
13
日
㈪
・
14
日
㈫

　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

各
８
人

■
参
加
費

　

６
０
０
円
（
素
材
代
別
途
要
）

【
昆
虫
合
宿
】

■
日
時
（
１
泊
２
日
）

　

７
月
29
日
㈬　

11
時
30
分
～

　

７
月
30
日
㈭　

15
時

■
内
容

　

ふ
れ
あ
い
の
里
で
、
昆
虫
づ
く

し
の
２
日
間
を
体
験
し
ま
す
。

■
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

■
定
員　

10
人

■
参
加
費　

８
０
０
０
円
（
宿
泊

費
、
食
事
代
４
食
分
な
ど
込
）

【
水
中
お
さ
か
な
観
察
会
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

８
月
２
日
㈰
～
８
日
㈯

　

13
時
30
分
～
15
時

■
内
容

　

施
設
の
前
に
あ
る
川
に
潜
っ
て

淡
水
魚
を
観
察
し
ま
す
。
泳
げ
な

く
て
も
観
察
で
き
ま
す
。

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

東予運動公園野球場

東予運動公園野球場

東予体育館、小松体育館

総合体育館ほか

総合体育館ほか

ひうち陸上競技場

東予運動公園野球場30日  18：00
31日  18：00

25日  18：00
26日　9：00

19日　9：30
20日　9：00

18日　9：00
19日　9：00

18日　9：00
19日　9：00

11日　9：30
12日　9：30

17日  18：00

12日　9：00

東予体育館12日　8：30

西条西部体育館５日　9：00

東予運動公園球技場５日　9：00

総合体育館

４日　9：00
５日　9：00 東予運動公園野球場天皇賜杯第64回全日本軟式野球大会愛媛県大会

西条市スポーツ少年団本部長杯夏季サッカー大会

西条市家庭婦人バレーボール大会

小野誠治　卓球教室

第４回西条市スポーツ少年団本部長杯ミニバス大会

西条市市長杯軟式野球大会優勝決定戦

四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ香川

ひうち球場
※雨天順延で会場の変更有

20日　9：00
21日　9：00
22日  10：00
23日  10：00

第91回全国高等学校野球選手権愛媛大会（２･３回戦）

第４回西条市スポーツ少年団本部長杯バレーボール大会

第46回四国地区高等専門学校体育大会
（バスケットボール）

第46回四国地区高等専門学校体育大会（柔道）

佐々木記念西条ひうち記録会

四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ長崎

水
と
親
し
む
青
空
教
室

　毎年、水難事故の多くが
夏に発生しています。もし
目の前に水難事故で呼吸が
止まった人がいたら、あな
たはどうしますか？
　毎月第３日曜日には「応急手当の日」とし
て、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を含めた
心肺蘇生法の講習を行っています。積極的に
参加して、適切な応急手当の方法を身に付け
ませんか。方法は決して難しくありません。

■日時　７月19日㈰　９時～12時
■場所　西消防署救急実習室
■申込先
○西消防署救急係　℡0898－68－0119
○東消防署救急係　℡0897－55－0119
※定期講習会以外の受講にも応じますので、
　ご相談ください。

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ
し
ょ
い
！

水
辺
で
清
掃
＆
カ
ヌ
ー
教
室

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室
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■
日
時
（
全
10
回
）

　

８
月
１
日
～
10
月
10
日
の
土
曜

日
（
8
月
15
日
除
く
）

　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
研
修
室
１（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
講
師

　

愛
媛
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
講
師
と
本
会
員

■
内
容　

外
国
人
へ
の
日
本
語
指

導
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
入
門
講
座

■
対
象　

市
内
在
住
の
方

■
定
員　

20
人

■
申
込
期
限　

７
月
25
日
㈯

■
申
込
先

　

丹
原
に
ほ
ん
ご
の
会
（
佐
伯
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
８

－

０
６
４
４

URL http

：//w
w

w
.geocities.jp/

tbrjpns/

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

西
条
国
際
交
流
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会

【
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

■
日
時　

８
月
７
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
講
師　

元
新
居
浜
市
社
会
福
祉

協
議
会
常
務
理
事　

佐
藤
治
司
氏

■
内
容

　

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

災
害
弱
者
の
支
援
な
ど

■
定
員　

30
人
程
度

【
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

■
日
時
（
全
４
回
）

　

８
月
11
日
㈫
・
13
日
㈭
・
18
日

㈫
・
20
日
㈭

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
（
20
日
は

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

■
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
ユ
ー
ザ
ー

補
助
機
能
や
電
子
福
祉
機
器
を
活

用
し
た
支
援
方
法
の
学
習

■
対
象　

パ
ソ
コ
ン
を
日
常
的
に

活
用
で
き
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
心
の
あ
る
方

■
定
員　

20
人
程
度

【
申
込
先
】

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

■
日
時

　

７
月
25
日
㈯　

10
時
～
12
時

■
場
所　

い
し
づ
ち
森
林
組
合
か

ら
現
地
へ
移
動

■
内
容

　

地
元
材
搬
出
現
場
・
木
材
市
場

の
見
学
な
ど
。
参
加
者
に
は
、
も

れ
な
く
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

西
条
地
産
地
消
の
家

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
い

し
づ
ち
森
林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

※
場
所
の
詳
細
は
申
込
時
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
講
期
間
・
時
間
（
全
18
回
）

　

８
月
初
旬
～
10
月
初
旬

　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

■
場
所　

西
条
商
工
会
館

■
内
容　

日
商
簿
記
３
級
程
度

■
受
講
料　

９
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

７
月
17
日
㈮

■
申
込
先

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

日
本
語
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

商
工
会
議
所
複
式
簿
記
講
習
会

西
条
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

「
地
産
地
消
」

 
得 

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

●日時　７月８日㈬　10時～13時
●内容　ＩＨの使い方を学びつつ、地元産の絹かわ
　　　なすとキュウリで料理を作ります。
●講師　四国電力㈱職員
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,000円　　●申込期限　７月６日㈪　

【臨時休館日】７月13日㈪・20日㈪・27日㈪は清掃作業などのため臨時休館します。

●日時　７月25日㈯　午前の部：９時30分～12時30分
　　　　　　　　　　午後の部：13時30分～16時30分
●内容　地元産の夏野菜を使って料理を作ります。
●講師　管理栄養士　佐藤郷子氏
●定員　各12組（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円　　●申込期限　７月17日㈮

　西条市観光協会では、８月17日㈪に
開催予定の市民納涼花火大会で「結婚
祝い」「出産祝い」「入学祝い」「金
婚祝い」など、皆さまの心に残る記念
花火の打ち上げを実施します。
　この機会に、ご家族やご友人へメッセージを添えて、
想い出に残る記念花火をプレゼントしてみませんか。

特典　○お名前とメッセージを花火のプログラムに掲載
　　　○当日は心のこもったメッセージを現地にて放送
　　　○記念花火写真にメッセージを入れてプレゼント
金額　１口１万円　　　募集期間　７月24日㈮まで

申込先　十河信二記念館内　西条市観光協会
　　　　℡0897－56－2605
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市
で
は
11
月
１
日
の
市
制
施
行
記
念
の
日
に
、
社
会
公
共
の
福
祉

に
ご
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
模
範
と
な
る
方
々
の
表
彰
を
行
い

ま
す
。
表
彰
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
該
当
者
の
具
体
的
事
例
】

①
自
分
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
、
人
命
を
救
助
し
た
場
合

②
寝
た
き
り
の
病
人
を
長
年
に
わ
た
り
世
話
す
る
な
ど
、
行
い
に
お

い
て
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
場
合

③
業
務
に
励
み
、
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
場
合

④
学
術
・
芸
術
上
の
発
明
改
良
・
創
作
な
ど
に
お
い
て
、
特
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
場
合

⑤
公
共
の
た
め
に
私
財
を
寄
附
し
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
場
合

⑥
市
の
発
展
に
尽
く
し
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
場
合

⑦
教
育
・
慈
善
・
青
少
年
の
健
全
育
成
・
そ
の
ほ
か
社
会
事
業
に
尽

く
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
場
合

⑧
商
工
業
・
農
林
水
産
業
・
そ
の
ほ
か
産
業
の
振
興
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
場
合

【
表
彰
該
当
者
の
住
所
等
】

　

西
条
市
民
ま
た
は
西
条
市
に
所
在
の
団
体
（
市
外
在
住
者
ま
た
は

団
体
で
本
市
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
含
む
）

【
推
薦
方
法
】

　

市
庁
舎
本
館
３
階
総
務
課
総
務
法
制
係
、
各
総
合
支
所
総
務
課
、

各
公
民
館
に
あ
る
推
薦
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
７
月
17
日
㈮

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課　

総
務
法
制
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
６

　

東
予
地
方
に
お
け
る
灯
台
を
含

む
景
色
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
規
定

○
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
映
像

と
し
、
未
発
表
の
作
品
に
限
り

ま
す
。（
合
成
画
像
は
不
可
）

○
２
０
０
万
画
素
以
上
で
撮
影
し

フ
ァ
イ
ル
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ま
た
は

Ｇ
Ｉ
Ｆ
で
記
録
願
い
ま
す
。

○
応
募
点
数
は
３
点
以
内
と
し
、

複
数
応
募
の
場
合
は
必
ず
優
先

順
位
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法

　

作
品
を
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
媒
体
に
記

録
し
、
題
名
、
氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
題
名
と
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

　

９
月
15
日
㈫
（
消
印
有
効
）

■
応
募
先

　

〒
７
９
４

－

０
０
１
３　

今
治

市
片
原
町
１

－

２　

港
湾
ビ
ル
４

階　

今
治
海
上
保
安
部
交
通
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

２
３

－

５
５
１
５

■
テ
ー
マ　

灯
台
の
あ
る
風
景

■
応
募
資
格　

小
・
中
学
生

■
作
品
の
規
定

　

Ａ
３
、
Ｂ
３
、
八
つ
切
り
、
四

つ
切
り
い
ず
れ
か
の
画
用
紙
に
、

水
彩
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
消

え
に
く
い
画
材
で
描
い
た
、
未
発

表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

■
応
募
方
法

　

作
品
裏
面
に
題
名
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
性
別
、
生
年
月
日
、

学
年
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
・
所
在
地
を
明
記
の
上
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　

９
月
11
日
㈮
必
着

■
応
募
先

　

〒
１
０
５

－

０
０
０
１　

東
京

都
港
区
虎
ノ
門
１

－

３

－

６　

彩

翠
ビ
ル　

社
団
法
人
燈
光
会

ＴＥＬ
０
３

－

３
５
０
１

－

１
０
５
４

▲昨年の「海上保安庁長官賞」受賞作品
　　　　　　　　　作／小山結希菜さん

東
予
の
景
色
と
灯
台

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

　

県
内
の
食
品
販
売
店
舗
で
の
食

品
表
示
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

県
で
は
食
品
表
示
の
監
視
な
ど
を

行
う
愛
媛
県
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ

ャ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
平
成
21
年
11
月
１
日
現
在
で
満

18
歳
以
上
の
愛
媛
県
内
在
住
者

○
不
適
正
な
食
品
表
示
の
通
報
、

食
品
の
品
質
表
示
状
況
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
報
告
が
で
き
る
方

○
食
品
表
示
に
つ
い
て
の
研
修
が

受
講
で
き
る
方

○
中
央
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

に
委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
方

■
任
期　

平
成
21
年
11
月
１
日
～

平
成
23
年
10
月
31
日
（
２
年
間
）

■
応
募
方
法

　

東
予
地
方
局
西
条
庁
舎
（
喜
多

川
）・
西
条
第
２
庁
舎
（
丹
原
町

池
田
）
等
に
あ
る
申
込
書
に
て
、

８
月
31
日
㈪
ま
で
に
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
県
庁
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
先

　

東
予
地
方
局
第
２
庁
舎（
丹
原
）

　

産
業
振
興
課　

農
産
物
安
全
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

７
３
２
２

愛
媛
県

食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
募
集
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愛
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

と
は
、
河
川
敷
の
除
草
や
清
掃
美

化
活
動
に
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
認
定
し
、
そ
の

活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

県
で
は
軍
手
・
ゴ
ミ
袋
な
ど
の

提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

の
加
入
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

○
東
予
地
方
局
管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
別
館
河
川
課

　

河
川
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
５
４
３

　

エ
リ
ス
で
は
英
語
圏
の
人
た
ち

と
ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

西
条
の
良
さ
を
世
界
に
紹
介
し

た
い
人
、
外
国
文
化
の
理
解
を
深

め
た
い
人
、
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
年
会
費　

３
０
０
０
円

■
問
合
せ　

　

西
条
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　

エ
リ
ス
（
会
長
・
藤
田
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
４
３
５

　

先
の
大
戦
で
父
を
亡
く
さ
れ
た

戦
没
者
遺
児
を
対
象
に
、
㈶
日
本

遺
族
会
で
は
厚
生
労
働
省
の
委
託

を
受
け
て
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
事
業
内
容

　

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民

と
友
好
親
善
を
図
り
ま
す
。

■
実
施
地
域

　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
東
部
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

中
国
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
ト

ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ

ー
半
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ギ
ル

バ
ー
ト
諸
島
、
沖
縄

■
賛
助
金
（
参
加
費
）

　

海
外
10
万
円　

沖
縄
５
万
円

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

総
務
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
８
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

○
㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課

ＴＥＬ
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

　

楽
し
い
「
か
か
し
」
の
出
展
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
個
人
、
団
体

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
出
展

し
て
く
だ
さ
い
。
優
秀
作
品
に
は

賞
状
・
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
出
展
方
法

　

８
月
24
日
㈪
ま
で
に
応
募
先
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、
作
品

を
取
り
に
伺
い
ま
す
。

■
展
示
期
間
・
場
所

　

８
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　

Ｊ
Ａ
周
桑
直
販
所
「
周
ち
ゃ
ん

広
場
」

■
投
票
の
受
付

　

展
示
期
間
中
は
コ
ン
テ
ス
ト
の

投
票
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

９
時
～
15
時
の
間
に
投
票
を
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
抽
選
で

景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
応
募
先　

市
庁
舎
本
館
農
業
水

産
課　

農
政
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
６

■
主
催

　

西
条
市
青
年
農
業
者
協
議
会

■
募
集
項
目
・
応
募
資
格

○
２
等
陸
・
海
・
空
士

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

○
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

○
航
空
学
生

　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者

○
看
護
学
生

　

24
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者

○
防
衛
大
学
学
生

　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者

※
各
応
募
資
格
に
は
平
成
22
年
３

月
高
校
卒
業
予
定
者
を
含
む
。

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
進

呈
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
学
生
の
種
類

教
養
学
部

○
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
間
在
学

し
て
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し

て
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学

し
て
大
学
卒
業
を
め
ざ
す
）

大
学
院

○
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
間
在
学

し
て
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し

て
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

■
出
願
期
間　

８
月
31
日
㈪
ま
で

■
問
合
せ　

放
送
大
学
愛
媛
学
習

セ
ン
タ
ー
（
愛
媛
大
学
内
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
３

－

８
５
４
４

　
「
愛
と
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
期
間

中
は
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
県
の
情
報
誌
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
ブ
ッ
ク

や
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
に

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　

７
月
１
日
㈬
～
９
月
30
日
㈬

■
問
合
せ

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

○
本
所
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

○
西
条
支
所
（
も
て
こ
い
元
気
館

　

内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
８
７
３

○
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

URL http://nv.pref.ehim
e.jp/

昨年の最優秀作品（小学生の部）
玉津小学校　５年梅組（当時）
　　「エコおばちゃん」

愛
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

河
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

西
条
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

「
エ
リ
ス
」
会
員
募
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

自
衛
官
募
集

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
０
９

放
送
大
学　

10
月
入
学
生
募
集
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●木工創作教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　７月11日㈯・25日㈯　13時～16時
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　７月４日㈯・18日㈯　19時～22時
●中高年ピアノ教室
日時　７月８日㈬・15日㈬　13時～16時
対象　40歳以上の初心者
●グループどんぐり作品展　
　油絵を展示。　期間　７月１日㈬～29日㈬

【開館時間】９時～22時
【７月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬

●夏休み短期水泳教室　参加者募集
開催日　１期：７月29日㈬～８月１日㈯（４日間）
　　　　２期：８月26日㈬～29日㈯（４日間）
開催時間　９時～10時　　対象　小学生
参加費　4,000円（両期受講者は7,000円）
　　　　※水中撮影ＤＶＤ付き
定員　各35人（定員になり次第締切）
申込期限　１期：７月19日㈰　
　　　　　２期：７月31日㈮
●水中ストレッチ教室　参加者募集
日時　７月20日㈪　10時30分～11時、11時30分～12時、
　　　14時～14時30分　※入場料のみで参加可。
対象　15歳以上の男女
●水中エアロビクス教室　参加者募集
開催日　７月２日㈭～19日㈰の毎週日・木曜日（全６回）
開催時間　日曜日：11時～11時45分
　　　　　木曜日：19時～19時45分
費用　3,000円（６回コース）
●市内小・中学生無料開放日
日時　７月４日㈯・11日㈯ 　10時～12時
●水中モニターを設置しています
　使用料等はお問い合わせください。
【開館時間】10時～21時　【７月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫
※23日㈭・24日㈮は小学校水泳記録会のため、一般開放は14時から。

●東予・周桑の寺院散歩展２
　文化財、行事などを紹介。　期間　７月５日㈰まで
●地蔵にまつわる伝説展
　西条・今治・松山に残るお地蔵さんにまつわる伝説を写
真と資料で紹介。　期間　７月９日㈭～８月30日㈰
●カブトガニ探検隊－干潟を観察しよう－
　河原津海岸でカブトガニの幼生を探しながら、干潟にす
む生物や自然環境について学習。小学３年生以下の参加者
は保護者同伴。
　申し込みは電話またはファックス(0898－65－5815)で。
日時　７月20日㈪　14時～
●夏休みこども特別教室　参加者募集
定員　各20人（要申込・先着順）
【紙粘土教室】　
　日時　７月22日㈬　13時30分～　費用　200円
【うちわにお絵かき】
　日時　７月23日㈭　13時30分～　費用　100円
【手作りの手漉きハガキ】
　日時　７月28日㈫　13時30分～　費用　無料

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【７月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬

【開館時間】９時～16時30分
【７月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬

【開館時間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　　　　　　　　　　（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【７月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日

　この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりのために
使われます。

■発売期間

　７月13日㈪～31日㈮

■抽選日　８月11日㈫

■販売価格　１枚300円

●西条市とゆかりのある民芸の巨匠
　棟方志功と濱田庄司展
　世界的板画家の棟方志功、濱田庄司、秋山巌の作品を展
示。　期間　８月２日㈰まで
●座談会「棟方を知る人」
　座談会、短編記録映画「彫る
－棟方志功の世界」の上映。
日時　７月５日㈰　
　　　13時30分～15時
定員　30人（要申込・先着順）

▼

伊
曽
乃
神
社
で
の
棟
方
志
功
氏

●和紙と遊ぶちぎり絵展
　東予郷土館ちぎり絵教室の皆さんによる作品を展示。
期間　７月２日㈭～30日㈭　　場所　椿交流館
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行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

囲碁教室 小・中学生　定員：10人
19日
13：30～15：00

楽しい電子工作
（光センサーライト）

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

30日
13：30～15：30

絵画教室

12日・23日
13：30～16：30

小・中学生　定員：20人
材料費：30～400円木彫教室

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
＜消すとつくライト＞

５日
10：00～12：00

小学２～６年生
定員：10人

４日・18日
10：00～12：00

将棋教室 小学４～６年生
定員：10人

18日
13：30～15：00

染め物教室

４歳児～中学生 定員：16人
幼児は保護者同伴
材料費：250円
必要な物：エプロン

５日・20日・
25日・28日
13：30～15：30

12日
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう 小学生　定員：30人

簡単な子ども向け百人一首

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：10人

４日
13：30～15：30

19日
９：00～16：00

地球探検　
～関川（四国中央市土居町）
　の岩石を採集しよう！～

小学４年生以上・一般
定員：30人
必要な物：お弁当、水筒
※各自の車で出発します。
申込期限：７月16日㈭

太陽や星を見る会（第２回）
テーマ：夏の星座と土星

18日
19：30～21：00

小学４年生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

24日
14：00～15：00夏のおはなし会 絵本の読み聞かせ

かみしばいなど

小学生のみ　定員：20人
材料費：350円
必要な物：汚れてもよいハン
　　　　　カチまたは手ぬぐ
　　　　　い１枚

陶芸教室
器作りにチャレンジ！

26日
Ａ10：00～12：00
Ｂ13：00～15：00
Ｃ15：10～17：10

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや 毎週土・日曜日

14：00～14：30

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

18日
13：30～16：30

親子木工教室 小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

夏休み期間中（７月23日～８月31日）の教室は、７月12日㈰以降
に直接こどもの国でお申し込みください（電話申し込み不可）。

●夏休み読書マラソン
　期間中（７月20日～８月31日）に読んだ本の名前を記録
し、21冊以上読み終えた方に記念品を贈呈。
　記録表はこどもの国で配布。提出期限は９月13日㈰。

【開館時間】８時30分～17時（夏休み期間中は９時30分～18時）
【７月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬

「忍たま乱太郎」～天狗の秘密と消えた太陽の段～
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
○夏休み期間中：上記時間のほか、火～土曜日は16時、日曜
　日は16時40分から投影。第２・４土曜日の無料投影はなし。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

▼　プラネタリウム情報　▼

●黒田コレクション展
　故黒田武恒氏寄贈の化石、水石、
鑑賞石を展示。
期間　７月３日㈮～29日㈬
●八堂山の写真展
　八堂山で撮影した四季の写真を
展示。　期間　７月３日㈮～29日㈬
●考古学講座
日時　７月26日㈰　13時～15時
テーマ　石器に現れる地域性　　対象　小学生以上
講師　㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　多田仁氏

【開館時間】９時～17時
【７月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬

こどもの国　７月の行事予定表

【開館時間】９時～17時30分　【７月休館日】水曜日、21日㈫、31日㈮

●特別展　郷土の芸術家「書家・織田子青の人と作品」
　書家・教育者・童謡作家など多彩な才能をもつ織田子青
（明治29年・小松町妙口生まれ）の人柄を紹介するととも
に、扁額や掛軸など多数の未公開作品を展示。
期間　７月26日㈰～９月23日㈬　

●書道展（後期）　市内有志書道家による作品展。
期間　７月７日㈫～19日㈰
●馬の目会　日本画展　期間　７月23日㈭～８月６日㈭
　西条市で初の馬の目会の日本画展。
●書道展（前期）　期間　７月３日㈮まで

【開館時間】８時30分～17時　【７月休館日】月曜日

【開館時間】９時～17時
【７月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬

●特別展示「葵の御紋」
　葵の紋を中心に、西条藩、徳川家、伊予の各藩の家紋を
紹介。　期間　７月１日㈬～31日㈮
●郷土史講座
日時　７月16日㈭　13時30分～15時30分
テーマ　西条藩江戸屋敷と勤番武士たち　
講師　西条史談会顧問　三木秋男氏　　
定員　30人（先着順）　　申込期限　７月９日㈭

●リトミック（要申込）
　７月８日㈬　10時45分～11時15分
　対象：２歳以上の幼児と保護者　定員：10組
●ゲーム遊び
　７月11日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●工作広場「エコブレスレット作り」（要申込）
　７月25日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生　定員：20人
　内容：ペットボトルでブレスレットを作ります。

●茶道クラブ
　７月11日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●リズム教室
　７月18日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●こども映画会「アイス・エイジ２」
　７月25日㈯　13時30分～15時30分
●カレー作り（要申込）
　７月29日㈬　10時～　対象：幼児・小学生　定員：50人

●七夕笹飾り作り
　７月４日㈯　９時～16時
●こども映画会「おばけのキャスパー」
　７月４日㈯　13時30分～14時30分
●子ども夏祭り
　７月19日㈰　10時30分～14時
　内容：のみの市、バザー、工作、
　　　　映画など楽しいコーナーが
　　　　盛りだくさん

●七夕飾り作り
　７月４日㈯　14時～15時　対象：幼児・小学生　定員：20人
●夏休み工作広場「オリジナル万華鏡作り」
　７月18日㈯　14時～15時　対象：小学生　定員：20人
●チャレンジ大会
　７月25日㈯　14時～15時　対象：小学生
　内容：縄跳び、フラフープ、腹筋、反復横とび、片足バラン
　　　　スなど

【開館時間】８時30分～17時　【７月休館日】月曜日・21日㈫
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【７月休館日】
　西条図書館：31日㈮
　東予図書館：月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬、31日㈮
　丹原図書館：金曜日、21日㈫、30日㈭
　小松温芳図書館：水曜日、21日㈫、31日㈮

▼西条図書館イベント案内　申込先：西条図書館
●講演会「虫のふしぎさがし」
　７月30日㈭　13時～14時30分　　定員：100人
　講師：新開孝氏（昆虫写真家）
●文学講座「古典文学～源氏物語～」
　７月７日㈫　10時～11時30分　　定員：50人
　講師：県生涯学習推進講師　藤田道也氏
●歴史講座「ふるさと探訪講座」
　７月25日㈯　14時～15時30分　　定員：50人
　講師：西条市文化財保護審議会会長　三木秋男氏
▼東予図書館イベント案内　申込先：東予図書館
●読み語り講座
　７月７日㈫・15日㈬　10時～12時（２日間）
　定員：25人
　対象：今年度の「おはなしボランティア」をはじめてみ
　　　　たい方を優先します。 

　このほか、さまざまな自由参加の催し物を毎月開催していま
す。ぜひご参加ください。

●10日・24日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～16：00
●３日・17日・31日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツ３号公園　10：50～11：30
玉津小学校前　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：40
●11日・25日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：30
西条西中学校　　　　　10：50～11：20
東予西中学校　　　　　13：00～13：30
河北中学校　　　　　　13：40～14：10
丹原西中学校　　　　　14：50～15：20
●４日・18日（土曜日）
楠河小学校　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井小学校　　　　　　14：30～15：00
●12日・26日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：30
舟形バス停横　　　　　11：40～12：10

※カワセミ号の利用には図書館利用カー
　ドが必要です。

●13日・27日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
周桑病院　　　　　　　11：00～11：40
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●７日・21日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：40～13：10
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～14：00
伊曽乃神社鳥居前　　　14：10～14：50
●１日・15日・29日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
大町公民館　　　　　　15：40～16：20
●８日・22日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡公民館　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
小松農村環境改善センター　15：40～16：20
●２日・16日・30日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡小学校　　　　　　15：00～15：30
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●リトミック（要申込）
　７月８日㈬　10時45分～11時15分
　対象：２歳以上の幼児と保護者　定員：10組
●ゲーム遊び
　７月11日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●工作広場「エコブレスレット作り」（要申込）
　７月25日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生　定員：20人
　内容：ペットボトルでブレスレットを作ります。

●茶道クラブ
　７月11日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●リズム教室
　７月18日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●こども映画会「アイス・エイジ２」
　７月25日㈯　13時30分～15時30分
●カレー作り（要申込）
　７月29日㈬　10時～　対象：幼児・小学生　定員：50人

●七夕笹飾り作り
　７月４日㈯　９時～16時
●こども映画会「おばけのキャスパー」
　７月４日㈯　13時30分～14時30分
●子ども夏祭り
　７月19日㈰　10時30分～14時
　内容：のみの市、バザー、工作、
　　　　映画など楽しいコーナーが
　　　　盛りだくさん

●七夕飾り作り
　７月４日㈯　14時～15時　対象：幼児・小学生　定員：20人
●夏休み工作広場「オリジナル万華鏡作り」
　７月18日㈯　14時～15時　対象：小学生　定員：20人
●チャレンジ大会
　７月25日㈯　14時～15時　対象：小学生
　内容：縄跳び、フラフープ、腹筋、反復横とび、片足バラン
　　　　スなど

【開館時間】８時30分～17時　【７月休館日】月曜日・21日㈫
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【７月休館日】
　西条図書館：31日㈮
　東予図書館：月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬、31日㈮
　丹原図書館：金曜日、21日㈫、30日㈭
　小松温芳図書館：水曜日、21日㈫、31日㈮

▼西条図書館イベント案内　申込先：西条図書館
●講演会「虫のふしぎさがし」
　７月30日㈭　13時～14時30分　　定員：100人
　講師：新開孝氏（昆虫写真家）
●文学講座「古典文学～源氏物語～」
　７月７日㈫　10時～11時30分　　定員：50人
　講師：県生涯学習推進講師　藤田道也氏
●歴史講座「ふるさと探訪講座」
　７月25日㈯　14時～15時30分　　定員：50人
　講師：西条市文化財保護審議会会長　三木秋男氏
▼東予図書館イベント案内　申込先：東予図書館
●読み語り講座
　７月７日㈫・15日㈬　10時～12時（２日間）
　定員：25人
　対象：今年度の「おはなしボランティア」をはじめてみ
　　　　たい方を優先します。 

　このほか、さまざまな自由参加の催し物を毎月開催していま
す。ぜひご参加ください。

●10日・24日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～16：00
●３日・17日・31日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツ３号公園　10：50～11：30
玉津小学校前　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：40
●11日・25日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：30
西条西中学校　　　　　10：50～11：20
東予西中学校　　　　　13：00～13：30
河北中学校　　　　　　13：40～14：10
丹原西中学校　　　　　14：50～15：20
●４日・18日（土曜日）
楠河小学校　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井小学校　　　　　　14：30～15：00
●12日・26日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：30
舟形バス停横　　　　　11：40～12：10

※カワセミ号の利用には図書館利用カー
　ドが必要です。

●13日・27日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
周桑病院　　　　　　　11：00～11：40
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●７日・21日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：40～13：10
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～14：00
伊曽乃神社鳥居前　　　14：10～14：50
●１日・15日・29日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
大町公民館　　　　　　15：40～16：20
●８日・22日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡公民館　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
小松農村環境改善センター　15：40～16：20
●２日・16日・30日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡小学校　　　　　　15：00～15：30
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。厚
くお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽玉井由美子（壬生川）▽藤原清幸（周布）▽

故木原常次（今在家）▽越智道博（吉田）▽大

澤正樹（安用）▽西条歌謡同好会▽西条西部地

域交流センター盆栽教室▽善伸会▽三芳地区民

生児童委員協議会▽国興産業㈱▽平成20年度東

予連合婦人会　壬生川・庄内・楠河地区婦人会

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　

伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人（神拝

甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月理作子（大

町）、長瀬　皋（中野甲）▽現金　ドレミの会

会員一同▽運動会への招待　みどり保育園▽ふ

れあい交流会　古川保育園

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽利用者介護　森本政美▽喫茶・カレンダー作

り　コープえひめ福祉グループ▽誕生会・フラ

ダンス　（周布フラダンスG）コスモフラ

　

先
日
、
総
合
文
化
会
館
に
お
い

て
、
西
条
市
出
身
で
、
薬
害
肝
炎

訴
訟
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
今
井

力
弁
護
士
の
講
演
と
市
内
中
学
校

非
常
勤
講
師
で
、
薬
害
肝
炎
問
題

の
当
事
者
で
あ
る
加
地
智
子
さ
ん

か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

薬
害
肝
炎
訴
訟
は
、
２
０
０
２

年
10
月
に
わ
ず
か
16
名
の
原
告
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
は
日
常
生
活
で
感
染
す
る
こ
と

は
ま
ず
な
く
、
主
に
感
染
者
の
血

液
が
体
内
に
入
る
こ
と
で
感
染
し

ま
す
。
感
染
す
る
と
肝
臓
の
細
胞

が
壊
さ
れ
て
い
き
、
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
肝
硬
変
や
肝

が
ん
と
い
っ
た
病
気
に
進
行
し
て

し
ま
い
ま
す
。
治
療
に
は
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ロ
ン
療
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
自
己
負
担
額
が
月
７
～

８
万
円
と
高
額
な
上
、
６
カ
月

～
１
年
半
と
い
う
長
い
治
療
期
間

を
要
し
ま
す
。
副
作
用
と
し
て
頭

痛
・
発
熱
・
不
眠
や
抑
う
つ
・
倦

怠
感
な
ど
が
続
き
、
治
癒
率
は
約

50
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
害
肝
炎
患
者
か
ら
は
、
「
夫

か
ら
怠
け
者
と
さ
げ
す
ま
さ
れ

た
」
「
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
か
ら

と
就
職
が
で
き
な
い
」
「
母
子
感

染
の
こ
と
を
思
う
と
子
ど
も
を
産

む
勇
気
が
な
い
」
「
子
ど
も
の

進
学
費
用
の
た
め
高
額
な
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ロ
ン
の
投
与
を
あ
き
ら
め

た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
経
済
面

で
の
苦
労
や
社
会
的
差
別
、
本
人

の
み
な
ら
ず
家
族
ま
で
苦
し
め
ら

れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
と
ミ
ド
リ
十
字
の
対
応
、

加
地
さ
ん
の
実
名
で
の
提
訴
こ
そ

が
弁
護
団
の
切
り
札
で
あ
っ
た
こ

と
、
国
と
の
和
解
に
至
る
ま
で
の

経
過
な
ど
が
分
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

加
地
さ
ん
か
ら
は
、
３
人
目
の

出
産
時
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
を
投

与
さ
れ
、
急
性
肝
炎
を
発
症
し
、

Ｃ
型
肝
炎
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
こ
と
や
、
そ
の
後
、
病
院
か

ら
今
井
弁
護
士
を
紹
介
さ
れ
「
自

分
は
こ
こ
に
い
る
。
生
き
て
い

る
ん
だ
」
と
強
い
思
い
で
実
名
公

表
を
し
た
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
周
り
の
人
た
ち

は
肝
炎
に
つ
い
て
調
査
し
「
大
丈

夫
、
感
染
し
な
い
か
ら
心
配
い
ら

な
い
」
な
ど
と
教
え
て
く
れ
、
励

ま
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
最
後

に
「
早
く
発
見
し
、
早
く
治
療
し
、

幸
せ
な
人
生
を
一
日
で
も
長
く
過

ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
時
々

声
を
つ
ま
ら
せ
な
が
ら
も
、
熱
く

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
お
話
は
命
の
大
切
さ
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
、
人

権
問
題
を
す
べ
て
の
人
の
課
題
と

考
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

人権・同和教育講座「薬害肝炎問題について」
西条市教育委員会№56

　５月19日㈫に、㈳伊予西条法人会か
ら市に「児童生徒　安全・安心　パト
ロール中」と記された防犯ステッカー
が36枚寄贈されました。
　「地域の子どもたちは地域で守る」
との思いから寄贈されたもので、今後
はパトロール中の車に取り付けて、児童・生徒の安全のため、より効
果的な防犯活動につなげていくこととしています。

防犯パトロールステッカーが寄贈されました

「花王ファミリーコンサート in 西条」の収益金で
市内中学校 に音楽教材機器が寄贈されました

　４月19日㈰に開催された『花王ファミリーコンサートin西条「千住
真理子ヴァイオリン・リサイタル」』の収益金全額で、花王㈱から市
内中学校（10校）に音楽教材機器が寄贈されることとなり、６月17日
㈬に花王グループである愛媛サニタリープロダクツ㈱の中西望工場長
から市長へ目録が手渡されました。
　寄贈いただいた教材機器は、中学校での授業や部活動などで有効に
使わさせていただきます。

▲各校に寄贈いただいた音楽教材機器の一部
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素材・分量（４個分）

栄養価（１個当たり）

パティスリーグランメール
近藤幸子さん

作付面積：1 2 ha（県内第１位）
収  穫  量：361ｔ（県内第１位）
参考：平成17年西条統計・情報センター

①　食パンのミミをとり、４等分に切る。
②　メロンを一口大に４等分する。
③　ボールに生クリームと砂糖Ａを入れて、泡だて器でしっ
　かり立てる。
④　プリンを別のボールに入れて泡だて器でほぐし、③を合
　わせて冷蔵庫に入れる。
⑤　白玉粉と砂糖Ｂを電子レンジ対応容器に入れ、徐々に水
　を加えながらしっかり混ぜる。
⑥　⑤をラップして、6 0 0Ｗの電子レンジで２分間加熱した
　後に混ぜる（やけどに注意）。
⑦　⑥を再度、２分30秒間加熱して混ぜる。
⑧　餅とり粉を敷いたまな板に⑦を置き、４等分してから丸
　め、めん棒で薄く伸ばして粗熱をとる。
⑨　⑧に①を乗せて②を置き、④をかけて生地を包むと完成。
　※餅とり粉は、片栗粉またはコーンスターチでも代用できます。

　メロンのわたの部分には、血液の凝固を防ぐアデノシンとい
う成分が多く含まれており、動脈硬化や脳卒中の予防に効果的
です。食べる時は、なるべく種だけ除いて食べましょう。

食パン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１枚　　完熟メロン ‥‥‥‥‥ １／８個
生クリーム‥‥‥‥‥‥‥‥  40ｇ　　砂糖Ａ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２ｇ
プリン（黄色の部分） ‥‥‥ 40ｇ　　白玉粉   ‥‥‥‥‥‥‥‥ 100ｇ
砂糖Ｂ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 80ｇ　　水   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 170ｇ
餅とり粉 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量

エネルギー ‥‥‥‥‥‥ 2 7 6 kcal　　タンパク質 ‥‥‥‥‥‥ 3.8ｇ
脂肪　‥‥‥‥‥‥‥‥‥   6.3ｇ　　

栄養士チェック

メロン
　

メ
ロ
ン
は
ウ
リ
科
の
一
年
生
草
本
植

物
で
、
園
芸
分
野
で
は
果
菜
（
野
菜
）

に
、
栄
養
学
上
で
は
果
物
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
果
皮
の
ネ
ッ
ト
（
網
目
）
模
様

は
、
果
実
が
成
長
過
程
で
亀
裂
を
保
護

す
る
た
め
に
分
泌
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
か
さ
ぶ
た
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

メ
ロ
ン
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前
２

０
０
０
年
ご
ろ
に
エ
ジ
プ
ト
で
栽
培
が

始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
日
本
で
は
弥
生
時

代
の
史
跡
か
ら
東
洋
メ
ロ
ン
（
ウ
リ
）

の
一
種
と
み
ら
れ
る
も
の
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
主
流
は
、
日
本
の
気

候
や
好
み
に
あ
わ
せ
て
品
種
改
良
さ
れ

た
ネ
ッ
ト
型
の
「
ハ
ウ
ス
メ
ロ
ン
」

　地域に愛されるお店をめざし、
壬生川駅前の通りでお菓子を提
供して25年。大福のレシピはパ
ンをスポンジケーキに、プリン
をカスタードクリームに見立て
て、ご家庭でも作りやすいもの
にしています。生地が熱いので
やけどに注意してください。

ジュニアベジタブル＆フルーツマイスター

佐伯寛典
（ふるさと産品係担当）

　果物は、ビタミン、ミネラル、食物繊維の豊富
な食品です。これらの栄養素の多くは摂りだめで
きないため、毎日生のまま食べましょう。果物の
１日の摂取量は、約150～200ｇ（リンゴなら１個、
ミカンなら２個）が目安です。

果物の適量を知ろう

　網目模様が均一で、持つと
ずっしり重いメロンを選びま
しょう。まだ熟していないメ
ロンは常温で追熟させ、香り
が強くなり熟したら冷蔵庫で
冷やしていただきましょう。

で
、
周
桑
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
て
い
る

「
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
」
な
ど
が
こ
れ
に
該

当
し
ま
す
。

　

地
元
産
の
メ
ロ
ン
は
甘
み
や
香
り
が

豊
か
な
極
上
品
。
し
か
も
安
価
な
の
で

大
人
、
子
ど
も
、
友
達
、
親
戚
な
ど
み

ん
な
に
食
べ
て
ほ
し
い
果
物
で
す
。

広報さいじょう　2009　7月号29



▲ 

窓
か
ら
は
石
鎚
山
系
の
眺
望
も
抜
群

丹 原 図 書 館 

「さくら号」「さくら文庫」が寄贈されました

西 条 図 書 館 

▲ 

▲
 

「
さ
く
ら
文
庫
」は
蔵
書
内
容
も
充
実
！

▲ 丹原総合支所の３階部分が、図書館として新しく生まれ変わりました

　５/30　環境月間ボランティア清掃　

６/１　西条図書館・丹原図書館
　　　　               　ついにオープン!!

　待望久しかった、西条図書館と丹原図書館の両館が、６月１日に開館
しました。当日は、開館記念式典やオープニングセレモニーが執り行わ
れた後、午後１時から図書の貸し出しなどの通常業務が開始され、終日
多くの来館者でにぎわいました。

河川功労者表彰を受賞
　このたび、「わが
まちの環境美化推進
の会（会長　越智満
さん）」が、日本河
川協会の河川功労者
表彰を受賞されまし
た。
　同会では、「自分
たちの故郷は自分た
ちで美しく守ろう」
を合言葉に、昭和45
年から、加茂川河川
敷や国道194号において、清掃活動やごみ捨て禁止の呼びかけを行って
きました。また、愛媛県が県民と連携して河川管理を行う「愛リバー・
サポーター」制度にも、平成12年の制度発足当初から参加して、積極的
に活動に取り組んできました。これらの活動が高く評価され今回の受賞
となったものです。おめでとうございます。

　毎年、環境月間に行っている、大明神
川土手沿いの草刈りや空き缶等のごみを
収集する「ボランティア清掃」が、今年
も多くの市民の皆さんのご参加をいただ
き、実施することができました。ご協力
ありがとうございました。
　今後とも、美しいまちづくりのために、
いっそうのご協力をお願いします。

　図書館の開館に併せて国際ソロプチミスト西条から、市内４図書館
や学校との連携を推進するため、軽自動車「さくら号」の寄贈をいた
だきました。また、本年３月にも「さくら文庫」として児童図書約１
千冊の寄贈をいただいており、同団体の継続的なご協力は、本市の図
書館運営に大きく寄与しています。ありがとうございました。

　西条図書館は蔵書規模約40万冊
で、県下でも最大級の図書館です。
石鎚山系をほうふつとさせる外観、
滞在型図書館をめざした319もの
閲覧席の配置、四国初導入の自動
化書庫システムなどが特徴となっ
ています。また、利便性の向上を
図るためＩＣシステムを導入し、
「水・食・産業振興・山岳・観光」
等、専門図書の充実にも取り組ん
でいます。隣接の公園やアクアト
ピア水系ともども、市民の憩いの
場やひとづくり・まちづくりの拠
点となることを願っています。

　丹原図書館は、将来
的に５万冊の蔵書を確
保する計画で、約３万
1600冊規模で開館しま
した。今後、特に「食
・農」などの地域の特
性を活かした図書の充
実を図ることとしてい
ます。
　現在は児童図書や幼
児図書が豊富で、明る
い館内は、本好きの子
どもたちに大変喜ばれ
ることでしょう。
　今後は、ボランティ
アや読書グループの皆
さんのご協力をいただ
きながら、地域に根ざ
した図書館をめざして
いきます。

有
効
に
活
用
し
ま
す
。「
さ
く
ら
号
」
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▲

 ▲ 

外
国
人
の
参
加
者
も
思
わ
ず
大
興
奮
！

▲ 

カ
ラ
ー
ア
サ
リ
で
タ
イ
を
ゲ
ッ
ト

▲ 

逃
が
し
た
魚
は
大
き
か
っ
た
！

６/７　第９回  立て干し網　～おだやかな瀬戸の海に大漁の波が打ち寄せる！～

　この季節の風物詩として
すっかり定着した「立て干
し網」も、今回で第９回を
数え、河原津海岸は約８千
５百人もの参加者の皆さん
で埋め尽くされました。
　会場には、ハマチやタイ
・アジなど約２万匹とアサ
リ約２トンが放流されてお
り、初めはこわごわだった
子どもたちも、捕まえた魚
を掲げると、はじけるよう
な笑顔になりました。

大
き
な
ア
サ
リ
を
見
つ
け
る
と
歓
声
が

５/28　「BS日本のうた」公開録画

プレミアム商品券「石鎚藩札」３日間で好評完売

▲ お互いの闘志が閃光となって…▲ このシュートで流れをつかめ！

▲ ゴール前に浮いたボールの行方は？

想いを椿に託して　「媛東予（ひめとうよ）」

６/４　土砂災害危険箇所パトロール

６/２～　市中学校総合体育大会
　ＮＨＫの「ＢＳ日本
のうた」の公開録画が
総合文化会館で行われ
ました。
　9,000通を越える応
募の中から、抽選によ
り選ばれた皆さんは、
時代を超えて愛され続
ける名曲の数々に耳を
傾け、楽しいひととき
を過ごしました。

　梅雨や台風シーズン
を迎え、大雨による災
害に備えるため、県・
市・消防・警察が共同
して、土砂災害危険箇
所などのパトロールを
実施しました。
　危険箇所の点検のほ
か、周辺住民への周知
や啓発活動も、併せて
行いました。

　市内の中学生が、日ごろ
の部活動における鍛錬の成
果を発揮する、中学校総合
体育大会が市内各地で行わ
れ、好ゲームが繰り広げら
れました。
　この大会は、県中学校総
合体育大会の予選を兼ねて
おり、手に汗を握る熱戦や
目を奪う好プレーが続出し
ました。見事、予選突破し
た選手は、西条代表として
ガンバレ！

　渡邊良一さん（写真中央。石田
在住）と愛媛小松つばき会会長の
黒川雅子さん（写真右。小松町妙
口在住）が、椿の苗木を持って市
長を表敬訪問しました。
　渡邊さんは20年以上にわたって
自治会活動を続け、地域のまちづ
くりを行ってきました。その想い
を後世に残そうと、昨年ようやく
花を咲かせた清楚で白い花の椿に
託し「媛東予」と命名、愛媛小松
つばき会とともに育成しています。

　消費拡大による地域
経済活性化を目的に、
10%のプレミアム付き
商品券「石鎚藩札」が
６月15日に販売開始さ
れました。千円の商品
券11枚つづりを１万円
で購入できることから、
販売開始当日から多く
の皆さんにお買い求め
いただき、３日間で完
売しました。
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１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　昔々、一人の青年が故郷を後にして小さな島へ旅立ち
　　　　　　　　　　　　　　　　ました。移動して、移動して…小さな町に着きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　そこは田んぼ、そしてまた田んぼ…故郷と全然違う風景
　　　　　　　　　　　　　　　　でした。町の人と出会いましたが、わけが分からないこ
　　　　　　　　　　　　　　　　とばかりでした。毎日苦労の連続でした。でも、そのう
ち少しずつ変わってきました。いつの間にかいろいろなことに慣れてきて、苦労より楽しさ
を感じる生活になってきました。「みんな優しいな」「することは僕の故郷と全然違うけど
さ、悪くないな」「まあ、ここも住んでみれば、やっぱり住みやすいな」「もうちょっと住
もう…」「もうちょっと住みたいなあ」。知らないうちに５年がたちました。とうとう期限
が来てしまいました。「あー帰らないと」
　５年前小さな西条に来て、いい思い出もつらい思い出もいろいろありましたが、私にとっ
て、とても大切な時間でした。８月になったら、アメリカに帰らなければなりません。本当
に幸せな５年間でした。いい出会いでいっぱいでした。生活も仕事も、毎日皆さんにお世話
になりました。本当にどうもありがとうございました。私は生まれ故郷を出てきましたが、
今では国境を越えて、もう一つの故郷をつくってしまいました。一生忘れません。
　では、お元気で。きっとまた訪ねてくるから！　Peace.

▲外国語指導助手

　マット・ラッセルさん
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○７月16日㈭　13時～17時　神拝公民館
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○７月17日㈮　13時～17時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■行政相談
○７月７日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○７月14日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○７月28日㈫　９時～12時　桜樹公民館　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○７月14日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○７月17日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は７月１日㈬～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○７月８日㈬・22日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○７月15日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は12頁上段掲載）
○９時～16時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■社会保険出張相談
　７月８日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む。予約不要）
　７月14日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険等相談
　７月９日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482
■土地建物取引相談
　７月８日㈬　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　７月10日㈮　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※７月18日㈯（10時～12時）は中川公民館でも専門的相談を実
　施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　水曜日（祝日除く）　　　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）
■お酒の悩み相談
　７月22日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■補聴器相談会
　７月15日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　７月16日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

◆障害者自立支援法等の相談会
日時・場所　７月７日㈫　10時～12時　総合福祉センター　
問合せ　西条市社会福祉協議会　℡0898－64－2600
　　　　知的障害者更生施設星の里　℡0897－53－1112
◆不動産無料相談会
日時　８月２日㈰　10時～16時
場所　いよてつ高島屋　７階キャッスルルーム（松山市）
相談員　協会役員、弁護士、公認会計士
問合せ　㈳愛媛県宅地建物取引業協会　℡089－943－2184

◆一般的な国税の相談は国税局の税務相談官へ
　自動音声案内に従い「１」番を選択すると、国税局「電話相
談センター」につながります。おかけになった税務署までの通
話料金でご利用いただけます。
◆税務署での面接相談は事前予約が必要です
　自動音声案内に従い「２」番を選択して、ご予約ください。
◆問合せ　伊予西条税務署　℡0897－56－3290

税務署の代表電話は自動音声案内で受け付けています
伊予西条税務署からのお知らせ伊予西条税務署からのお知らせ
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４
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。
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８
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Ｃ
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８
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。
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Ｂ
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９
８
９
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Ｄ
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割
の
方
が

持
続
感
染
し
、
慢
性
肝
炎
へ
と
移

行
し
ま
す
。
慢
性
化
す
る
と
ウ
イ

ル
ス
が
自
然
消
失
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
そ
の
後
肝
炎
が
進

行
し
て
20
～
30
年
の
経
過
で
肝
硬

変
、
肝
臓
癌
へ
と
進
行
し
ま
す
。

　

肝
硬
変
で
は
、
食
道
静
脈
瘤

り
ゅ
う

破

裂
に
よ
る
吐
血
や
肝
不
全
（
お
腹

に
水
が
た
ま
る
、
黄お

う
だ
ん疸
が
出
る
な

ど
）
を
来
し
ま
す
。

　

肝
臓
の
一
部
を
採
取
し
て
組
織

を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
検
査
を
行

な
う
と
、
繊
維
化
の
程
度
（
Ｆ
０

～
Ｆ
４
）
と
炎
症
の
程
度
（
Ａ
０

～
Ａ
３
）
が
分
か
り
ま
す
。
Ｆ
０

は
繊
維
化
な
し
、
Ｆ
１
は
少
し
繊

維
化
が
あ
る
、
Ｆ
２
は
中
等
度
の

繊
維
化
が
あ
る
、
Ｆ
３
は
肝
硬
変

の
一
歩
手
前
の
状
態
、
Ｆ
４
が
肝

硬
変
と
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

肝
炎
が
進
行
す
る
と
、
肝
癌
の

発
生
率
は
、
Ｆ
０
～
Ｆ
１
で
年
率

０
・
５
％
、
Ｆ
２
で
１
～
２
％
、

Ｆ
３
で
３
～
５
％
、
Ｆ
４
で
は
７

％
と
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
Ｃ
型

肝
炎
が
原
因
で
肝
硬
変
に
な
っ
た

方
が
１
０
０
人
い
る
と
す
る
と
、

年
間
７
人
の
方
が
肝
臓
癌
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
10
年
間
で
は

70
人
と
大
部
分
の
方
に
肝
臓
癌
が

発
症
す
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
治
療
と
し
て
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
（
Ｉ
Ｆ
Ｎ
）
療
法
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
Ｉ
Ｆ
Ｎ
単

独
６
カ
月
治
療
で
は
、
ウ
イ
ル
ス

が
消
失
す
る
割
合
（
Ｓ
Ｖ
Ｒ
）
は

3
割
く
ら
い
で
し
た
。
ど
の
よ
う

な
症
例
に
効
果
が
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
症
例
に
効
果
が
な
か
っ
た
の

か
を
調
べ
て
み
る
と
、
ウ
イ
ル
ス

量
と
遺
伝
子
型
が
大
き
く
関
係
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
Ｉ
Ｆ
Ｎ
治
療
を
行
う

場
合
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
量
と

遺
伝
子
型
（
ジ
ェ
ノ
タ
イ
プ
）
を

調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
遺
伝

子
型
は
世
界
で
１
～
６
の
タ
イ
プ

が
存
在
し
ま
す
が
、
日
本
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
１
ｂ
型
、
２
ａ
型
、

２
ｂ
型
で
、
そ
れ
ぞ
れ
70
％
、
20

％
、
10
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
Ｉ
Ｆ
Ｎ
が
効
き
や
す
い
の

は
、
ウ
イ
ル
ス
量
が
少
な
い
症
例

で
す
。
遺
伝
子
型
で
は
２
ａ
型
、

２
ｂ
型
が
Ｉ
Ｆ
Ｎ
に
対
し
て
感
受

性
が
高
く
、
１
ｂ
型
は
効
き
に
く

い
タ
イ
プ
で
す
。

　

日
本
人
に
多
い
ジ
ェ
ノ
タ
イ
プ

１
ｂ
型
で
高
ウ
イ
ル
ス
量
の
症
例

が
一
番
問
題
に
な
り
ま
す
。
そ
の

後
の
医
療
の
進
歩
で
、
現
在
の
Ｃ

型
慢
性
肝
炎
に
対
す
る
世
界
標
準

治
療
は
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

・
リ
バ
ビ
リ
ン
併
用
療
法
で
す
。

　

こ
の
治
療
を
行
う
と
、
Ｃ
型
慢

性
肝
炎
の
全
体
で
約
70
％
、
ジ
ェ

ノ
タ
イ
プ
２
型
で
80
～
90
％
、
ジ

ェ
ノ
タ
イ
プ
１
ｂ
型
高
ウ
イ
ル
ス

量
例
で
も
約
50
％
（
48
週
投
与
）

の
Ｓ
Ｖ
Ｒ
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
消
失
が
遅
い
症
例
は
、

48
週
投
与
か
ら
72
週
投
与
も
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｎ
治
療
で
も
ウ
イ
ル
ス
が

排
除
で
き
な
い
一
部
の
方
は
、
肝

機
能
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
上

昇
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
よ
う
な

治
療
を
行
い
、
肝
硬
変
へ
の
進
行

を
予
防
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
肝
臓
癌
の
発
症
を
早
期
に

発
見
す
る
よ
う
、
定
期
的
に
腹
部

超
音
波
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
う

こ
と
も
重
要
で
す
。

　

肝
炎
に
対
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｎ
治
療
は

そ
の
後
の
肝
硬
変
、
肝
臓
癌
へ
の

進
行
を
防
止
で
き
ま
す
。
治
療
に

必
要
な
医
療
費
は
医
療
保
険
が
適

用
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
高
額

の
医
療
費
が
か
か
る
た
め
治
療
開

始
が
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
４
月
か
ら
、

国
の
『
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

の
医
療
費
助
成
制
度
』
が
始
ま
り

ま
し
た
。
税
負
担
額
に
よ
っ
て
月

１
～
５
万
円
の
自
己
負
担
額
と
な

り
、
治
療
が
行
い
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
保
健
所
に
書
類
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
詳
し

く
は
各
医
療
機
関
の
窓
口
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

西条市医師会会員　
済生会西条病院院長
　　　岡田眞一
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14日㈫　  9：30～11：00　中川公民館

15日㈬　  9：30～11：00　東予西児童館

14日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

２日㈭　10：20～11：00　西条西部児童館

６日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

２日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

９日㈭　10：20～11：00　西条西部児童館

10日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

１日㈬　  9：30～11：00　東予南地域交流センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　７月３日㈮・21日㈫
○東予保健センター　７月６日㈪・27日㈪
○丹原保健センター　７月10日㈮
○小松保健センター　７月17日㈮

■産業保健健康相談
○日時　７月23日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　７月６日㈪　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　７月21日㈫　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　７月28日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■７月の献血日程
◆市庁舎本館
　７月17日㈮　９時30分～12時
◆フジ西条玉津店
　７月17日㈮　13時30分～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

14日㈫
23日㈭

28日㈫

15日㈬
16日㈭
７日㈫
９日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成21年３月１日～
３月31日の出生児

平成21年３月１日～
４月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年12月１日～
12月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成18年６月１日～
６月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　７月・８月の日程等　※申し込みは前日まで受付

８月21日㈮

東予保健センター ８月14日㈮

丹原保健センター ８月28日㈮

小松保健センター ８月７日㈮

７月17日㈮

７月10日㈮

７月24日㈮

７月３日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　日本脳炎予防接種は、重篤な副反応の発生によって平成17年
５月30日以降は事実上中止になっていましたが、平成21年６月
２日から「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」での接種ができる
ようになりました。
　今回の新しいワクチンは、わが国で初めての製法で造られて
おり、慎重に接種を行う必要があります。
　そのため今年度は、日本脳炎に感染する恐れが高い（例：海
外旅行を予定している）など、特に保護者が希望される場合に
おいて接種を行ってください。ただし、１度でも旧ワクチンの
接種を受けている場合は、新ワクチンの接種はできませんので
ご注意ください。
　旧ワクチンでの接種は、従来どおり接種同意書が必要です。

　不妊治療をはじめとする不妊についての様々な悩みを気軽に相談していた
だけるよう、県では「心と体の健康センター（松山市本町）」において、専
門医などによる面接相談（予約制）・電話相談を実施しています。
　面接相談の予約と電話相談は、専用ダイヤルへおかけください。
専用ダイヤル　０８９－９２７－７１１７
面接相談（予約制）
　実施日：毎月第１火曜日（祝日・年末年始除く）　13時30分～16時30分
　予約受付：月～金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時
電話相談　実施日：毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時

　骨粗しょう症の予防は、若い時から自分の骨の状態を知って、対応するこ
とが大切です。５年に１度の検診ですので、積極的に受診しましょう。
検査内容　かかとの骨量測定
対象者　40・45・50・55・60・65・70歳の方（平成22年３月31日現在）
※骨粗しょう症で治療中の方は受診できません。
申込先　各保健センター（電話申込可）

地区 月　　　日 場　　所 受付時間

西条 ８月３日㈪・４日㈫・５日㈬ 中央保健センター

東予保健センター

小松保健センター
丹原保健センター丹原 ９月14日㈪

９月18日㈮

９月９日㈬

９月10日㈭

  9：00～11：00
13：30～14：30
  9：00～11：00
13：30～14：30
  9：00～11：00

  9：00～11：00
  9：00～11：00

小松

東予

１期
初回１回目

１期
初回２回目

１期
追加接種

２期

生後６カ月以上
　　　90カ月未満

法定対象年齢 標準接種年齢

９歳以上13歳未満

３歳以上４歳未満

４歳以上５歳未満

小学校４年生

▼ウォーキング完了認定者
　５月に完了認定証を交付した方は、
次のとおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310km）
　上西幸治（古川甲）
　上西美代子（古川甲）
　森田弘正（大町）
　難波江　進（野々市）
　越智喜久美（北条）
◆北海道１周コース（2,190km）
　川上元章（朔日市）
◆九州１周コース（1,840km）
　元根　功（氷見乙）
　渡邉　光（国安）
　工藤勅男（小松町妙口）
◆四国１周コース（940km）
　日野百合子（明屋敷）
　直野輝久（三津屋）
　柴田百合子（国安）
　金子哲雄（明理川）
　唐木和夫（小松町新屋敷）
　有吉晴子（小松町南川）
　河渕惠美子（小松町南川）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

対象　○平成22年３月31日現在において、
　　　　18～39歳の方、国民健康保険（国保）に加入する40～74歳の方
　　　○受診する日において、75歳以上の方

検査内容
　問診、血圧測定、尿検査、身体計測、腹囲測定、血液検査、診察
※昨年の健診データなどを参考に、診察の結果に応じて必要な方には貧血
　検査、心電図検査、眼底検査を実施します。
※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。

場所　市内の指定医療機関（詳しくは各保健センターへお問い合わせください）

実施期間　平成22年２月27日㈯まで

申込受付期間　平成22年２月５日㈮まで

申込方法
○18～39歳の方・75歳以上の方：各保健センターへお申し込みください。
○国保に加入する40～74歳の方：指定医療機関に直接予約してください。

注意事項
○個別健康診査を受診すると、総合健診の健康診査は受診できません。
○平成21年度の国保の短期人間ドック・脳ドックを受診した方、受診予定
　の方は、個別健康診査は受診できません。
○国保に加入する40～74歳の方は、受診の際に「被保険者証」と「特定健
　診受診券」「質問票」が必要です。特定健診受診券と質問票は、５月上
　旬頃に国保医療課から対象者へ郵送しています。

個別健康診査について詳しくは、広報さいじょう４月号に折り込みの
「平成21年度健康カレンダー」をご覧いただくか、各保健センターへ
お問い合わせください。
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14日㈫　  9：30～11：00　中川公民館

15日㈬　  9：30～11：00　東予西児童館

14日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

２日㈭　10：20～11：00　西条西部児童館

６日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

２日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

９日㈭　10：20～11：00　西条西部児童館

10日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

１日㈬　  9：30～11：00　東予南地域交流センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　７月３日㈮・21日㈫
○東予保健センター　７月６日㈪・27日㈪
○丹原保健センター　７月10日㈮
○小松保健センター　７月17日㈮

■産業保健健康相談
○日時　７月23日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　７月６日㈪　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　７月21日㈫　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　７月28日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■７月の献血日程
◆市庁舎本館
　７月17日㈮　９時30分～12時
◆フジ西条玉津店
　７月17日㈮　13時30分～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

14日㈫
23日㈭

28日㈫

15日㈬
16日㈭
７日㈫
９日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成21年３月１日～
３月31日の出生児

平成21年３月１日～
４月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年12月１日～
12月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成18年６月１日～
６月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　７月・８月の日程等　※申し込みは前日まで受付

８月21日㈮

東予保健センター ８月14日㈮

丹原保健センター ８月28日㈮

小松保健センター ８月７日㈮

７月17日㈮

７月10日㈮

７月24日㈮

７月３日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　日本脳炎予防接種は、重篤な副反応の発生によって平成17年
５月30日以降は事実上中止になっていましたが、平成21年６月
２日から「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」での接種ができる
ようになりました。
　今回の新しいワクチンは、わが国で初めての製法で造られて
おり、慎重に接種を行う必要があります。
　そのため今年度は、日本脳炎に感染する恐れが高い（例：海
外旅行を予定している）など、特に保護者が希望される場合に
おいて接種を行ってください。ただし、１度でも旧ワクチンの
接種を受けている場合は、新ワクチンの接種はできませんので
ご注意ください。
　旧ワクチンでの接種は、従来どおり接種同意書が必要です。

　不妊治療をはじめとする不妊についての様々な悩みを気軽に相談していた
だけるよう、県では「心と体の健康センター（松山市本町）」において、専
門医などによる面接相談（予約制）・電話相談を実施しています。
　面接相談の予約と電話相談は、専用ダイヤルへおかけください。
専用ダイヤル　０８９－９２７－７１１７
面接相談（予約制）
　実施日：毎月第１火曜日（祝日・年末年始除く）　13時30分～16時30分
　予約受付：月～金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時
電話相談　実施日：毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時

　骨粗しょう症の予防は、若い時から自分の骨の状態を知って、対応するこ
とが大切です。５年に１度の検診ですので、積極的に受診しましょう。
検査内容　かかとの骨量測定
対象者　40・45・50・55・60・65・70歳の方（平成22年３月31日現在）
※骨粗しょう症で治療中の方は受診できません。
申込先　各保健センター（電話申込可）

地区 月　　　日 場　　所 受付時間

西条 ８月３日㈪・４日㈫・５日㈬ 中央保健センター

東予保健センター

小松保健センター
丹原保健センター丹原 ９月14日㈪

９月18日㈮

９月９日㈬

９月10日㈭

  9：00～11：00
13：30～14：30
  9：00～11：00
13：30～14：30
  9：00～11：00

  9：00～11：00
  9：00～11：00

小松

東予

１期
初回１回目

１期
初回２回目

１期
追加接種

２期

生後６カ月以上
　　　90カ月未満

法定対象年齢 標準接種年齢

９歳以上13歳未満

３歳以上４歳未満

４歳以上５歳未満

小学校４年生

▼ウォーキング完了認定者
　５月に完了認定証を交付した方は、
次のとおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310km）
　上西幸治（古川甲）
　上西美代子（古川甲）
　森田弘正（大町）
　難波江　進（野々市）
　越智喜久美（北条）
◆北海道１周コース（2,190km）
　川上元章（朔日市）
◆九州１周コース（1,840km）
　元根　功（氷見乙）
　渡邉　光（国安）
　工藤勅男（小松町妙口）
◆四国１周コース（940km）
　日野百合子（明屋敷）
　直野輝久（三津屋）
　柴田百合子（国安）
　金子哲雄（明理川）
　唐木和夫（小松町新屋敷）
　有吉晴子（小松町南川）
　河渕惠美子（小松町南川）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

対象　○平成22年３月31日現在において、
　　　　18～39歳の方、国民健康保険（国保）に加入する40～74歳の方
　　　○受診する日において、75歳以上の方

検査内容
　問診、血圧測定、尿検査、身体計測、腹囲測定、血液検査、診察
※昨年の健診データなどを参考に、診察の結果に応じて必要な方には貧血
　検査、心電図検査、眼底検査を実施します。
※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。

場所　市内の指定医療機関（詳しくは各保健センターへお問い合わせください）

実施期間　平成22年２月27日㈯まで

申込受付期間　平成22年２月５日㈮まで

申込方法
○18～39歳の方・75歳以上の方：各保健センターへお申し込みください。
○国保に加入する40～74歳の方：指定医療機関に直接予約してください。

注意事項
○個別健康診査を受診すると、総合健診の健康診査は受診できません。
○平成21年度の国保の短期人間ドック・脳ドックを受診した方、受診予定
　の方は、個別健康診査は受診できません。
○国保に加入する40～74歳の方は、受診の際に「被保険者証」と「特定健
　診受診券」「質問票」が必要です。特定健診受診券と質問票は、５月上
　旬頃に国保医療課から対象者へ郵送しています。

個別健康診査について詳しくは、広報さいじょう４月号に折り込みの
「平成21年度健康カレンダー」をご覧いただくか、各保健センターへ
お問い合わせください。
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毎週木曜日・19時まで（祝日・年末年始を除く）

　市庁舎本館市民生活課と各総合支所市民福祉課では、毎週木曜日に次の窓口業務を延長

して行っています。なお、下記以外の窓口業務は、通常どおり17時15分までです。

印鑑登録、戸籍謄本・戸籍抄本・住民票・印鑑証明書の交付。詳しくは市庁舎本館市民生活
課（℡0897－52－1211）へ。

市民生活課・市民福祉課の窓口業務を延長しています

玉置内科小児科（66－3735）

くしべ整形外科（76－7555）
村上内科皮膚科（72－2436）
奥田外科 （64－3331）

佐藤クリニック（57－8200） 済生会西条病院（55－5100）
ながい小児科 （53－7707）

済生会西条病院（55－5100）こまつ医院 （72－5862）

秋山医院 （56－0885）

村上記念病院 （56－2300）

済生会西条病院（55－5100）

西条中央病院 （56－0300）

村上記念病院 （56－2300）

河野内科医院 （73－2950）

西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院（55－5100）

土岐医院 （56－2090）

矢野医院 （55－1777）

宮島小児科医院 （55－2615）

星加小児科内科F.C （55－3105）

坂根医院 （55－4021）

ながい小児科 （53－7707）

あおのクリニック （52－1155）

まなべ病院 （57－7011）

高橋こどもクリニック（55－0776）

田中内科 （66－1700）

黒田医院 （64－3780）

平田クリニック （76－2256）

行本医院 （66－0609）

あおの循環器科 （68－3300）

まなべ病院 （57－7011）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

（55－2002）星加医院

森内科 （64－5858）

村上内科皮膚科 （72－2436）

西条愛寿会病院 （55－2300）

周桑同仁医院 （68－7233）

中村内科胃腸科 （68－4976）

あぜち内科 （52－1630）

佐藤クリニック （57－8200）

玉置内科小児科 （66－3735）

13
(月)
14
(火)

１
(水)

３
(金)
４
(土)

２
(木)

６
(月)

16
(木)

27
(月)
28
(火)

25
(土)

29
(水)

18
(土)
21
(火)

17
(金)

22
(水)
23
(木)
24
(金)

30
(木)
31
(金)

５
(日)
12
(日)
19
(日)
20
(月)
26
(日)

11
(土)

10
(金)

７
(火)
８
(水)
９
(木)

15
(水)

坂根医院 （55－4021） 市立周桑病院 （64－2630）

済生会西条病院（55－5100）

角産婦人科 （64－3168）
キッズクリニックパパ （76－1788）

まなべ病院 （57－7011）
黒田医院 （64－3780）

宮島小児科 （55－2615）

土岐医院 （56－2090）

あおのクリニック （52－1155）

まなべ病院 （57－7011）
松本整形外科 （52－1011）

田渕外科 （65－5651）

角産婦人科 （64－3168）

森山内科 （65－4332）

回生堂医院 （55－3101）

まなべ病院 （57－7011）

横山病院 （72－2121）

あぜち内科 （52－1630）

秋山医院 （56－0885）

星加小児科内科F.C （55－3105）

かりやま整形外科 （47－1717）

ながい小児科 （53－7707）

横山病院 （72－2121）
（55－2002）星加医院

飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）

角産婦人科 （64－3168）

くしべ整形外科 （76－7555）

福田医院 （68－7243）

田中内科 （66－1700）

まつうら小児科 （64－0460）

松田循環器科内科 （76－1117）

いしづちやまクリニック（68－8885）

キッズクリニックパパ （76－1788）

森内科 （64－5858）

奥田外科 （64－3331）

米田脳神経外科 （56－9165）

としもり内科 （53－6300）

西条愛寿会病院 （55－2300）

田渕外科 （65－5651）

中村医院 （66－0606）

こまつ医院 （72－5862）

平田クリニック （76－2256）

近藤クリニック （64－2760）

浦部医院 （72－3266）

共立病院 （64－2662）

茎田医院 （66－0555）

河野内科医院 （73－2950）

横山病院 （72－2121）

弓山外科 （64－3182）

渡部内科病院 （64－1200）

和田内科皮膚科 （55－0515）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

今井クリニック整形外科 （68－8118）

そのべ医院 （64－0660）

安永クリニック （64－5760）

渡部内科病院 （64－1200）

弓山外科 （64－3182）
茎田医院 （66－0555）

浦部医院 （72－3266）

共立病院 （64－2662）
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No.47　ミソサザイ（留鳥）
　全長10.5cm、日本で最も小さい鳥の一つ。里山から亜高
山帯まで、渓谷沿いの山中に広く生息しています。石鎚山
系ではどこでも、小鳥とは思えない声量のある甲高い早口
のさえずりが、流れるように聞こえてきます。初夏のころ
には、横峰寺の境内やその近くで姿が見られます。

撮
影：

十
亀
茂
樹

平成21年5月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,793 人  （＋21人）

　男　　  54,968 人  （＋15人）

　女　　  59,825 人  （＋  6人）

世　帯　  47,544世帯  (＋62世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　子どものころ、図書館の雰囲気が
好きでした。時代を重ねた本が放つ
魔力のような空気が漂っていて、自
分一人の世界に浸ることのできる、
そんな不思議な空間が好きでした。
　西条と丹原の両図書館が開館して
１か月。取材で久しぶりにあの空気
に包まれました。大人になり図書館
を訪れる機会はすっかり減っていま
したが、たまには仕事帰りにでも、
書架の谷間で一人の世界に逃避行し
てみようかと考えています。  ( ま )
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

日26

７

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

７

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

丹原文化会館　℡0898－68－3555200円9：00
10：00

全　館吹奏楽クリニック
9：00 ＮＡＫ愛媛県連合会　℡0898－64－2141無　料大ホールＮＡＫ愛媛県連合歌謡祭

9：00 丹原文化会館　℡0898－68－3555200円全　館吹奏楽クリニック
月20 13：3013：00 Ｌダンススタジオ（塩見）　℡0898－72－5285無　料大ホールＬダンススタジオ　おさらい会’09
土18 13：0012：30 森岡音楽教室　℡0897－57－6053無　料大ホールピアノ発表会
土４ 9：209：00 丹原文化会館　℡0898－68－3555500円全　館吹奏楽クリニック

小ホール9：30 西条市市民生活課　℡0897－52－124310：00

【７月の休館日】 毎週月曜日（20日開館）、21日㈫

【７月の休館日】 毎週月曜日（20日開館）、21日㈫
第59回「社会を明るくする運動」西条地区大会火28

大ホール14：30 板東ゆう子ジュニアバレエ　℡0897－53－2405
無　料

15：00板東ゆう子ジュニアバレエ　第６回公演日26
小ホール9：00 西条市高齢介護課　℡0897－52ー1292無　料高齢者趣味の作品展　※17時（24日は14時）まで展示
大ホール18：30 総合文化会館　℡0897－53－550019：00ピアノ・ソナタ「月光」による朗読劇　月光の夏水22
大ホール13：00 総合文化会館　℡0897－53－5500整理券必要13：30“さいじょう” コーラスフェスティバル日19
大ホール10：30 みずほ倶楽部（髙橋）　℡0897－56－1716無　料11：00みずほ倶楽部カラオケ発表会　ゲスト：千葉一夫日12
小ホール11：30 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－63481000円12：00社交ダンスパーティー日５

大ホール
小ホール9：30 西条市総務課　℡0897－52－1256祝宴 500円10：00西条市栄典受章者祝賀会土４

火
水

水
木

木
金

28
29

22
23

23
24

中学生以上2000円
中学生未満1000円

１階指定　2500円
２階自由　2200円

写真は昨年のコーラスフェスティバル

７/19 日 13時30分開演（予定）
総合文化会館大ホール

８/２ 日 丹原文化会館大ホールにて上映

　市内のコーラスグループの活動成果を発表する場として、また、
次代を担う人材の育成・交流を図るため、今年も「さいじょうコー
ラスフェスティバル」を開催します。ぜひ、お越しください。

主催：丹原文化会館、cinema＠road、文化庁、東京国立近代美術館フィルムセンター
協力：コミュニティシネマ支援センター

上映時間：10時～（110分）

出演：渥美清、三田佳子、南田洋子

上映時間：15時～（91分）

出演：なべおさみ、緑魔子、犬塚弘

上映時間：13時～（94分）
出演：フランキー堺、新珠三千代
　　　倍賞千恵子

上映時間：17時～（88分）
出演：フランキー堺、財津一郎
　　　倍賞千恵子

入場料：各500円　丹原・総合各文化会館にて前売券発売中！
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